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1. はじめに  
 
 

観 念 的 に言 えば、人 間 は論 理 を理 解 するようにできていない。 

人 間 は物 語 を理 解 するようにできているのだ - Roger  C . Schank 

 
 
1.1.  学習者の立場から見た本研究の背景と動機 

 
人は、自分の役に立たないことや興味を感じない事柄については、単位取得や

出世等、何らかの強制が無い限り継続的に学習することは難しい。この傾向は、

社会人が実学分野を学ぶ場合に、より顕著である。まず、学習の果実として単位

取得や卒業という事象があるわけではないので、趣味として好きで学習するので

ない限り、実務上役に立たないのであれば、自己実現に繋がらないから学習しな

い。社会人になってからの資格取得や単位取得へ向けての学習があったとしても、

その先には自己実現に繋がるキャリアゴールがある。従って、社会人としての自

己実現のため、実務上有益かどうかという要素が、学習姿勢に大きく関わってく

ることとなる。さらに学習を開始しても、それがストレスを伴う場合は、日中で

もストレス負荷がかかっていることもあり、続かなくなりやすい。  

この「実務上役に立つかどうか」「学習にストレスがないかどうか」が重要で

あるというポイントは、試験に合格しない限り単位を与えず、卒業させないとい

う、学習への強制力を持たせることが可能な学校教育とは大きく異なる点である。

無論、社会人教育でも強制力のある教育体系は社内教育において存在するが、一

部である。「如何に自発的に学習を継続させるか」を重視したインストラクショ

ナルデザイン（以下、「 ID」）は、対象学習者が誰であれ、教材設計において必要

な視点だが、とりわけ学習への強制力が殆ど無い社会人を対象学習者とした場合

は、不可欠な要素といえる。  

それでは、本質的に社会人が「役に立つ」「ストレス無く続けられる」と実感

できる教材をどうデザインすべきであろうか。  

この考察にあたり、まず、学習の提供手段としてパソコンを利用した e ラーニ

ングを選択した。 e ラーニングという提供手段は、多忙な社会人のニーズに、潜

在的には非常に合致すると考える為である。学習の提供手段としては、このほか、

教室授業とのブレンディッドラーニング、携帯電話や Ipod を利用したモバイル

ラーニングの可能性もあわせて検討した。しかし、前者については、移動時間と

学習時間の制約を伴う教室授業よりも、パソコン上で同期型の学習環境の提供を

研究するほうが、時間的制約性の高い社会人のニーズにより近いと考えたため、

今回の研究対象からはずした。またモバイルラーニングに関しては、技術的に研
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究コストがかかると考えられたことから、モバイル分野も研究対象から外した。

本研究では、モバイル分野や教室授業との組み合わせの問題以前に、最初にコン

テンツ、即ち ID に基づく教授内容のクオリティが重要な研究対象であるとの前

提に立っている。つまり、本研究が一定の成果を残した場合、パソコン上での学

習以外の手段によって、同じコンテンツを応用した研究を行いたいと考えている。 

次に教材設計であるが、 R.C.Scha nk が提唱するストーリーセンタード・カリ

キュラム（ STORY-CENTERED CURRICULUM、以下「 SCC」）の考え方に注目し

た。SCC については詳細を後述するが、数ある ID 理論の中で SCC に着目した理

由は、社会人を対象とした場合に最も適する手法を提示していると考えたからで

ある。講義形式の教室授業のような、伝統的な情報伝達型の教授法は、効率よく

知識をインプットする上では適する ID かもしれないが、学習内容を現実社会で

アウトプットする際に効率よくアウトプットされているかどうかは課題が残る。

現実社会での適用を効率よく実現する ID を模索する中、今回は SCC を使用する

こととした。また、 SCC は、欧米でも先行事例がいくつかしかないが、本邦で

は本格的な事例は無く、研究の意義も高いと考えた。本研究では、この事例の少

ないこの手法を用いて、e ラーニング形態で実践するにあたり、どのような点が

鍵になるか考察していく。  

最後に、学習分野であるが、今回はビジネス英語学習プログラムを設計対象と

して取り上げることとした。英語学習分野は、社会人学習者の間で e ラーニング

化のニーズが非常に高い。e ラーニング白書 2007 年 /2008 年版 1によれば、「個人」

が「今後、ｅラーニングを導入してほしい分野」と考える第 1 位（ 39％）で、 2

位の「ビジネス（ 28％）」を大きく引き離している。世の中においてニーズの高

い分野のｅラーニングコンテンツを研究対象とすることは意義が大きいと考え

た。  

 

1.2.  教材提供者の立場から見た本研究の背景と動機 

 

次に、教材提供者の立場に立って、本研究に取り組む動機を述べたい。当方自

身はかつて教材提供者に立場に立ったことはないが、教材提供者の背後にいる者

として、長らく「 e ラーニングを事業として行う提供者は、どのようにすれば事

業として浮上するのか」を問題意識としてきた。インターネットを利用したサー

ビスのうち、 e コマース分野、コミュニケーション分野、エンターテインメント

分野の企業には、一定の成功事例が出ている。本質的に e ラーニング事業は、音

楽・映像といった、同じく著作権の発生するエンターテインメントコンテンツ分

野に比べ、予測可能な事業といえる。然しながら、e ラーニング分野においては、

                                                   
1  経済産業省商務情報制作局情報処理振興課（ 2 00 7） e ラーニング白書 20 07/ 20 08 年版  東

京電機大学出版局  P45 
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米国、韓国といった海外では成功企業があり、市場規模も大きいものの、日本で

は確たる成功事例がまだ見られずないどころか、撤退している企業も多く、市場

規模も GDP ベースで換算すると、海外より小さい。  

本専攻の「 4 つの I」の柱の一つには、インストラクショナル・マネジメント

（以下「 IM」）というものがある。ここで、 IM を「教育分野における経営管理」

と仮に定義する。ゴーイングコンサーンとして、永続しうる IN の Key Success  

Fa ctor は、どのような点にあるかを考える上で、まずは自ら e ラーニングコンテ

ンツを設計開発してみなければ始まらないと考えた。  

IN に限らず、マネジメントを行ううえで鍵となる一つは「売上を極大化」し、

「コストを極小化」し、「参入障壁を築き競合を排除しつつ成長し続ける」こと

である。今回の研究で、「売上の極大化」を対象にすることは出来ないが、コス

トを極小化した状態でどこまで何が作れるか、を追求することは出来ると考えた。

また、「参入障壁を築く」ベースを ID に求め、その中でも SCC に着目した。SCC

は、後述するがコストがかかりすぎたことを一因として広まらずにいるゴールベ

ースドシナリオ（ GBS）の教訓を生かしたコンセプトとして有用であろうとも思

われた。  

今回、「ビジネスパーソン向け英語」を教材として選定した理由は、この IM

の観点も関連する。すなわち、今回学習の提供手段として選択したｅラーニング

のコスト構造を、設計開発時・教育実施前に発生するイニシャルコストと、教育

実施・運用中に発生するランニングコストの２つに分類し、教室研修や、紙ベー

スでの従来型研修と比較すると、一般的には従来型研修とくらべ、ｅラーニング

での教育提供は、イニシャルコストが大きく、ランニングコストが小さい。つま

り、学習者が少ない場合は、イニシャルコストが（学習者ではなく）学習提供者

にとってｅラーニングでの提供の動機付けの障害になる。逆に、学習者が多けれ

ば多いほど、ｅラーニングは IM の観点からは合理的な学習提供手法となる。  

学習対象者が少ないが、学習者が遠隔地に点在し、教室授業が逆に学習者のニ

ーズに沿わない場合は、無論ｅラーニングはありえる。但しその場合は、 IM の

観点からは高い授業料を学習者に払ってもらうか、または教育提供者側にとって

意義が見込める場合に限られるだろう。  

かかる IM 面を考慮した結果、本研究では、「教育提供者にとっても持続可能

なｅラーニングの提供」の観点から、ｅラーニングにおけるコスト構造を勘案し、

なるべく潜在的な対象学習者が多い分野を選択することとし、その結果、英語学

習プログラムを選択することとなった。  

本研究の骨子は、あくまで SCC に基づく社会人向けオンライン学習教材の開

発であり、 IM の領域まで結論で踏み込むことは無いが、研究の背景として、以

上付記する。  
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2. 関連研究の整理 

2.1. インストラクショナルデザイン分野 

 

2.1.1.  ゴールベースド・シナリオ（GBS） 

 

ストーリーを用いた学習法に関する海外の実践例としては、先述した Sc ha nk

によるゴールベースド・シナリオ（ GOAL-BASED SCENARIO、以下「 GBS」）と、

ストーリーセンタード・カリキュラム (STO RY-CENTERED CURRIRULUM、以下

「 SCC」 )がある。  

GBS は現実的なシナリオを用意し、シナリオ上で能動的に行動し、失敗も経

験させながら学習させるモデルである。具体的には、GBS では「ゴール」「ミッ

ション」「カバーストーリー」「役割」「シナリオ操作」「情報源」「フィードバッ

ク」の７つの構成要素を必要とする。  

7 つの構成要素のうち、まず学習目標、即ち「ゴール」を決定する。このゴー

ルを達成するための手段として、「カバーストーリー」において学習者に現実的

な場面と背景を説明し、ストーリーなの中で学習者が演ずるべき「役割」を提示

し、その役を演ずる学習者が学習目標を達成するための「ミッション」を与える。

その後、ミッションを遂行する過程で、いくつかのシナリオが示され（「シナリ

オ操作」）、適宜判断が求められる。誤った判断を行った場合は即時「フィードバ

ック」が提供される。この過程で、擬似的な、「失敗からの学習」を経験するこ

とになる。また学習の過程で、学習者がスムーズに学習を遂行できるよう、ミッ

ションを遂行するための情報が提供される（「情報源」）。情報収集の時点では、

失敗や躓くことなく収集できるよう配慮するが、その上で行った判断に失敗があ

った場合に、学習効果を持たせている点に特徴がある。  

なぜこの７つの要素が必要かというと、GBS の根本思想に「 Aut hent ic i t y(真正

性 )」「 Learning by doing(行うことで学ぶ )」「 Learning from Mis ta kes(失敗から学

ぶ )」があり、学習内容にリアリティを持たせることが学習の動機付けに繋がる

こと、また現実世界では「失敗から学ぶ」ことが多い点に着目しているためであ

る。また、いまひとつの特徴として、 GB S には多肢選択式、記述式といった形

式に関わらず、いわゆる「テスト」が存在しない。これは現実世界にテストはな

くミッションのみがあるからという考えに基づいており、あえて言えばミッショ

ンそのものがテストである。従って、仮に GBS を、採点の必要とする学校教育

に適用しようとした場合、採点を自動化することはできない。  

GBS は、アンダーセンコンサルティング、 IBM、GE といった錚々たる大企業

に導入された点からも、その真正性原則からくる実務上の学習効果の期待が実業

界から非常に高かったであろうことが窺える。また、ハーバード大学やコロンビ
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ア大学でも GBS を用いた学習教材が製作され、アカデミックの分野でも歓迎さ

れたモデルといえる。  

しかしながら、 GBS は、リアリティを保ちつつも、一旦実施されたときには

人の手を介さずコンピュータシミュレーションで全自動化することをコンセプ

トに作られていた。たとえば、フィードバックにおいても、全自動化するため、

予め誤ったシナリオ操作の選択肢ごとに、専門家のフィードバックコメントのビ

デオ映像を準備している。また、失敗からの学習を骨子にすえているため、シナ

リオ操作として常に複数の失敗事例を考え、失敗事例のストーリーとフィードバ

ックも設計する必要がある（結果的に決して選択されず、視聴されることのない

シナリオもコストをかけて製作する必要がある）。このようなシナリオ分岐や、

リアリティを高めるための工夫から、制作期間と費用が嵩みがちになるという課

題がある 2。  

実際、かつて GBS を採用した企業のうち、アンダーセンコンサルティング (現

アクセンチュア )では、少なくとも日本法人に関する限り、 GBS は現在採用され

ていない。また、 S cha nk 自身がファウンダーとして関与し、数十億円もの資金

調達を行った C ogni t ive  Ar ts 社は、既に資金を使い果たし身売りしている。この

理論をベースにした日本の教材開発事例には、松村  （ 2004）、根本・鈴木（ 2004）、

古賀他（ 2006）等がある。例えば松村の先行事例からは、 GBS には意義がある

とする一定の結果が得られており、ID の観点からは魅力的ではあるが、IM の観

点からは、教育提供者から見た場合に、主にコスト面において持続性に難のあっ

たモデルと言えるのではないだろうか。  

 

2.1.2 ストーリーセンタード・カリキュラム（SCC） 

 

SCC は、GBS に見られた以下の 3 つの欠点をある程度解消する手法として開

発された：  

・  多額の予算を必要とする、  

・  開発に時間がかかる、  

・  コースコンテンツの内容に変更が出た場合に対応しづらい、  

SCC は、実践例も少なく提唱されてからまだ数年と歴史も浅いこともあり、

SCC の定義は未だ明瞭ではない。ここでいくつかの論文や資料より、 SCC とは

何かを整理してみたい。  

まず、 SCC の基本論文としては Sc ha nk によるものがあるが 3、これによると、

                                                   
2  オンラインニュースメディア Wired の 2000 年 8 月 17 日付記事でも Schank のアプロー

チには肯定的であるものの、“開発コストは法外に高くこのような出費に耐えられる学校は

少ない”、“ユーザーごとにカスタマイズしずらい”といった指摘がなされている。   
http : / /www.wired .com/ culture/ l i fes tyle/news/2000/08/ 38169 
3  h t t p :/ / www.e n gi nes 4e d. org/a b out / SCCwhi tep ape r.p d f 
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SCC は、「良いストーリーこそ人の意識に長く留まるものである」という Ar t i f ic ia l  

Inte l l ige nce の大家であった彼の考えに基づいており、現実感のあるストーリー

が教授法の骨子となった、「 Goa l-ba sed」「 Act ivi ty-based」な教授法であると述べ

ている。  

Scha nk がファウ ンダー となっている S ocrat ic Arts 社のサイト内 ”W ha t  i s  a  

Story-Centered Curr iculum4”では、 SCC は、学習者を学ぶべきスキルを使わざる

を得ない状況におき、必要に応じ指導できる指導者を置く状況でこそ学習を最大

化できる、という考えに基づいており、そのために、学習者が能動的に学習した

くなる現実的なストーリーを用意する、と述べている。  

また、 SCC の実践で知られる DeAnza  Col lege のウェブサイト 5では、その特徴

について、 SCC にはクラス授業も講義も更にはテストも無く、学習者は与えら

れた現実的な複雑な課題をチームで解決することで学習する、その上で、現実的

なストーリーを用いることが学習者の動機付けに繋がる、としている。これだと

いわゆる Proble m-ba sed Learning（問題解決学習、以下「 PBL」）と変わらないよ

うにも見えるが、違いとして以下の 4 点を指摘している。  

・  学習者は一つの一貫したフレームワークの中で学習する。  

・  学習の順序が難易度順である PB L と異なり、SCC は前回のタスクの続き

としてタスクが設定される。  

・  PBL は問題解決の分析と改善案の提示が主眼だが、SCC は実際に実行ま

で行い、その結果を確認することころまでカバーする、  

・  SCC は書籍、記事、専門家との接触といったリソースに容易に接するこ

とができるように設計されるが、PBL はかかるリソースの検索も含めて

自ら能動的に行わなければならない、  

次に、 GBS と SCC の比較であるが、 SCC は、現実的なストーリーと共に学生

にタスク・役割を与える点では GBS を踏襲している。しかしながら、主に３点

ほど、大きな違いがある。  

・  コストのかかる映像の多用よりも、テキストベースの説明で現実感を醸

成するようにしていること。  

¾  GBS では 3DCG も使用したリッチコンテンツが多用された。  

¾  一方 SCC では、例えばカーネギーメロン大学西校のケースでは、カバ

ーストーリーは「上司から部下（学習者の役柄）への e メール」とい

った形で、現実感を損なわない一方低コストな設計がされている。  

・  学習リソースとして外部コンテンツ（ Web サイトや記事、書籍）も有効

活用すること。  

                                                   
4  h t t p :/ / www.e n gi nes 4e d. org/a b out / s cc . c fm 
5 h t t p :/ / e l c . fh da . ed u/de v_ works h op/d ocs / the ore t i ca l _ jus t i f . d oc  
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¾  GBS では、学習リソースも内製化し、それがゆえに製作コストがかか

っていた。  

¾  SCC では、外部ウェブサイトのリンクや、外部の参考記事を提示して

いる。この手法は、リンク切れや、外部情報の陳腐化に注意する手間

はかかるが、優れた外部リソースが豊富にある分野（例えば i t プログ

ラミングなど）では有用である。  

・  シナリオ操作が無い代わりに教員（または TA）のアドバイスやサポート

が入ること。  

¾  既述のとおり、複数の選択肢を与え人為的に失敗させ、かつフィード

バックに至るまで自動化する GBS のモデルは、教育効果はあろうが開

発時点でのイニシャルコストがかかる。  

¾  SCC では、このイニシャルコストを捨象し、変わりに、現実性の付与

やフィードバックの部分で、教員または TA が介入する。 GBS はより

労働集約的なモデルに見えるが、イニシャルコスト減らしランニング

コストに転化したモデルとも言える。これは、学校組織にせよ、会社

組織にせよ、イニシャルコストが多額にかかるよりはランニングコス

トにかかるほうが、導入に当っての意思決定がなされやすい戦略的な

意味合いもある。  

以上、GBS と比較した SC C について考察した。SCC を利用した代表的事例は、

SCC の最後の C「カリキュラム」が示すとおり、カーネギーメロン大学西校 (以

下「 CMW」)の修士課程のカリキュラムで採用された（ Sc ha nk 2005）。CMW では、

｢ラーニングサイエンス｣、｢e ビジネス｣、「ソフトウェアエンジニアリング」の

各専攻で SCC が採用された。  

なお SCC ではないが、ストーリーを用いた教材開発の主な日本の先行研究と

しては、千葉（ 2003）、  向後（ 2005）、高井他（ 2007）があり、教材にストーリ

ーを入れることの効果を実証が行われている。本研究では、これらの取り組みで

は考察されていない SCC をベースとし、かつ、ターゲット学習者が（学習への

強制力が無い）社会人である場合について検討するという点で、先行研究とは異

なる。  

 

2.2. 言語教育分野 

 

言 語 教 育 分 野 で は と り わ け ESP （ Engl i sh for  Speci f ic  purposes ） と CBI

（ Conte nt -Ba sed Ins truct ion）の考え方を参考にした。ＥＳＰは、政治・経済・ビ

ジネス・法律・医学といった特定領域で使用される英語教授法を指す。従来型英

語教授法と大きく異なる点として、学習者ニーズ分析→目標設定→設計・開発→

評価（形成的評価・総括的評価）のプロセスを踏むことを重視しており、インス
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トラクショナルデザインの考え方と類似している。海外では実践事例が見られる

が、クリティカルシンキングを英語で教授する等、実学と語学を結びつけようと

する試みが多い。   

CBI は、ある内容（ C onte nt）を理解したり解決する上で外国語を使用するこ

と に よ り 、 結 果 的 に 語 学 も 学 習 す る と い う 教 授 法 で あ る 。 こ の 理 論 は

The me-Ba sed Ins t ruct ion(トピックを与え、トピックの理解を深める過程で語学を

学ぶ )、Shel ter ed（平易な言葉を使用した外国語で、ある教科の授業を行う）、と

いった方法論に細分される。  

CBI、ESP ともに、実践例の文献の数の少なさから言語教育分野では広く普及

していないと見受けられるが、本研究での実践は、この普及への障壁を探る一助

にもなりうると考える。  

 

2.3.  ケースメソッド・問題解決学習 

 

ケースメソッドはロースクールやビジネススクールで、問題解決学習は医学教

育で広く採用されているメソッドである。問題解決学習は、現実に起きそうな課

題を提示し、学習者が能動的に分析し解決案を提示する学習方法である。一方ケ

ースメソッドでは課題を提示し分析させる点では同じだが、課題は過去実際に生

じたケースを使用することが多い。また、教授側に予め一つの回答案があるわけ

ではなく、無数の解決案の中からより良い意思決定をさせることに教育効果があ

るとする。これは、ビジネススクールを例にとると現実世界の経営意志決定にそ

もそも一つの決まった正解があるわけではない、という点に即した教授法といえ

る。  

なお、ケースメソッドも問題解決学習も、本質的にいかなる学問にも適用しう

ると考えるが、法学・医学・経営といった実学において極めて発達しているとい

う状況は興味深い。本研究では、記述のとおり社会人を対象とした実学としての

英語教授法の研究である。従って、問題解決学習やケースメソッドに近いストー

リーセンタードカリキュラムの考え方に基づく教授法を採用することは他分野

の実践例を勘案しても合理性があるものと考える。  
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3. 設計  
 

3.1.  ストーリーセンタードカリキュラムの考え方に基づく設計プロ

セス 

 

R.C.Scha nk 6によれば、 SCC の設計開発には以下の 5 つのステップを経る：  

・  Step1 .学習者のキャリアゴールを設定する  

・  Step2 .学習者が目標 とする人物像の生活の中で経験する活動 (a ct ivi t ies)

を整理する  

・  Step3 .活動を行う過程で出来事 ( events )を整理する  

・  Step4 .Step1-3 が適用できるストーリーを作る  

・  Step5 .ストーリーに無いが、学習者が知っておいたほうが良い事項を整

理する。  

Step2 と Step3 に関連して補足すると、 Ste p2 の a ct ivi t ies とは、例えば「新し

い事業プランを実施する」「新しい技術を導入する」といったものであり、Step3

の eve nts とは、a ct ivi t ies の最中に、「 (新事業をしていたら )競合企業が登場する」

「 (新技術を導入したら )裁判で訴えられる」といった、妨げとなったり議論を必

要とするような事象を指す。 Ste p3 は、学習にリアリティを与え学習者に適度な

緊張を与える事象が望ましい。なお、 SC C の実践校の米サンフランシスコのコ

ミュニティカレッジ De Anza  Col lege のウェブサイト 7においても、SCC の設計開

発に関する詳細な説明頁があるが、本研究では主に Scha nk の上記 5 ステップを

参照することとした。以下の通り、 Sc ha nk の 5 ステップに加え、 Ste p0 として、

「ターゲット学習者の設定と学習者分析」から設計をはじめた。  

 

3.1.1. Step0. ターゲット学習者の設定学習者分析 

 

まず、学習目標を設定する前に、今回開発する教材のターゲット学習者を整理

する。  

今回は、「年齢が 20 代半ばから 30 代の、仕事上語学の必要性を感じるが多忙

等様々な理由で中々学習が続かない、語学初中級レベルの社会人」を学習者像と

して設定した。この世代を設定した理由は、今回の題材である語学学習のニーズ

が最も高い層と考えるためである。この層は、経済成長やバブル経済の謳歌を経

験しておらず、生き残りには自己啓発が必要、と漠とは感じている層である。ま

た、「必要なときに必要なことだけ学びたいと考える」「学習過程でオンライン上

                                                   
6  S cha nk,  R. C.  (2 00 5)  E ve r y Cur r i culu m Tel l s  a  St or y.  f r om 

ht tp :/ / www. en gin es4 ed. org/ab ou t /S CCwhi te pa per. pd f   
7  h t t p :/ / e l c . fh da . ed u/de v_ works h op/  
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から知識を得ることが日常化している」「 e ラーニングは経験があるが、つまら

ないと感じている」といった特徴がある。  

 

3.1.2. Step1. 学習目標と前提条件の設定 

 

学習目標を、「語学力初中級レベルの社会人が、現実の職場環境において、英

語で情報収集、 e メール、口語コミュニケーションができるようになり、能動的

に学習する態度が身につくこと」に設定した。  

この学習目標の補足的な特徴としては、まず第一に、文法的に正確なコミュニ

ケーションができることよりも、「意味を通じさせることができる」ことを重視

している。これは、本件の対象学習者が 20-30 歳代の若手～中堅の社会人を対象

にしており、正確性の高いことよりも、実務上のコミュニケーションスピードの

方がより大事であると考えたためである。仮に対象学習者が経営者層であるなら

ば、学習目標も「より正確な言葉遣い」を意識したものとなろう。  

第二の特徴としては、学習目標に多くの一般的な英語教材にあるような「リス

ニング」「スピーキング」「文法」といった技能別の区分けの観点を入れていない

点である。仮に TOEIC で高得点を得ることが学習目標であれば、 ID の観点から

は、 TOEIC の形式に合わせて技能別の設計をすることとなろう。しかし今回の

学習目標は、「現実の職場環境で使えること」であり、職場環境では技能別に切

り分けた場面は生じにくい。  

この上位目標にあわせ下位目標として必要な文法、フレーズを検討し、以下の

表１、表２の通り、リスト化した。但し、これらのリストは、後述のストーリー

作成のときに参考リストであり、この下位目標を全て満たす為のストーリー変更

はしていない。   

ところで、ストーリーを用いた教材を設計するにあたり問題となるのは、「こ

れら下位目標の各項目をどの順番で学ばせるか」という課題分析である。しかし、

本設計では、まずは魅力あるストーリーとなることを優先し、難解な単語や項目

が出た場合には、解説を付記することで対処することとした。  

なお本件学習にあたっての前提条件は「大学卒業程度の英語力」「初級程度の

会話力を有すること」の 2 点である。当初、前提条件は「大学卒業程度の英語力」

のみとしていた。ミッションを遂行する上での学習時間は、例え英語会話の初心

者であっても、リソースボックスで練習機会を与えることと、学習時間を制限し

ないことでカバーできると考えたからである。  

しかしながら、後述の通り、1 対１評価の際に、一流大学卒業だが英会話の学

習は未経験の評価者より、「会話部分はついていくのが難しい」との評価があっ

た為、その後の評価において評価者を募集した際には｢初級程度の会話力を有す

ること｣も前提条件に加えた。そこで当初評価協力希望はあったが「超初心者」
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と自己申告のあった方は本件学習者の対象外となっている。なお、前提条件を確

認する為の前提テスト、および、学習前の学力を確認する為の事前テストは今回

作成していない。  
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表１．Grammar targets 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Grammar  target s E,g,  ph rases 

Modal s can / cou ld,  ma y/ migh t ,  must /ha ve t o,  sh oul d/had  bet t er  

Condi t i onal s I f I  d id - ,  I  wi sh - 

Pa st  t en se/ presen t  

per fect  

You’ve been  a sl eep for  a lm os t  10 h ours  n ow.   

Rela t i ve  cla uses That / wh i ch ,  wh o/ wh ose/ wh om 

Com par i son  They are  bi gger  than  me.  

Ha ve/ got  +  O + p .p/ ing I  had  your  car  f ixed. / I  got  m y comput er  wor kin g a t  la s t .  

You got  your  h om ewor k f in i shed? Ha ve+ O+ do/ l et +O+do  

Repor t ed speech  Sh e sa i d that -  

S +  V + Indir ect /  

S+ V+ dir ect  ob ject  

Wh er e do you  wor k? I  wor k in  an d a d a gen cy.  Th e y 

work  hard.   /  We made mi sta kes.  What  do you  l ike?  I  

l ike sweet s .  

S+ V+  Ind irect  O+  

Dir ect  O/   

S+ V+ DO+t o+IO 

I  br ough t / got  h im a  sam pl e .  / He sh owed  th em t o  me.  

S+ V+ DO+Compl em en t  

of  di r ect  ob ject  

You l et  m e down.  Sh e ma de m e ha pp y.  He kept  them  

wai t ing.  I  had m y car  r epa i r ed,   

S+ V+ O+ C keep+O+C,  get+ O+C,  make+ O+ C,  

lea ve+O+…ing /ha ve+ O+ C/ ca l l+ O+ C 

Oth er s Ha ve n oth ing t o do wi th /m uch  t o do wi th / be  supposed  

t o/a sk i f…/. a s l on g a s…/ It  seem s…/ It  takes ( t i me) t o… 
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表２．Functional targets and key phrases 

 

 

 

 

 

Fun ct i onal  
target s 

E,g,  ph rases 

Us ing th e  
te l eph on e 

Th is i s he/h e’s n ot  in  r igh t  now/h e’l l  be back in  a  few 
minut es/ Ma y I  ask wh o’s ca l l in g?/ Ma y I  l ea ve a  messa ge? 

Expr essing 
opin i on s 

I  bel i eve/ I  th ink/ I  wou ld/ you coul d/ I’m a fra id / I’d r a ther /ar e  
you  sur e. . ? / wha t  I ’m t r ying t o sa y i s… /I ’d  sa y…/I ’l l  be t…/ I t  
doesn ’t  mat t er / I  don ’t  care / I  ha ve n o i dea .  / i t  depends 

Agr ee/Di sagr ee That’s f in e wi th  me/pr oba bl y n ot / don ’t  coun t  on  i t . /That  ma y 
requir e a  l i t t l e m or e s tudy /  I ’m n ot  sur e a bou t  i t . / I  n eed m or e  
t im e t o con si der /That’s n ot  an  opt i on  

In t roducing 
your sel f 

I’ve  been  manager  of  …dept  sin ce…/I  specia l iz ed  in…/ I’m  
respon si bl e  for … 

Bra inst orm ing/ su
ggest i on s 

I  ju st  th ough t  o f  th i s/ Suppose…/ What  i f…/ Wha t  a bou t…/ What  
oth er  idea s do you  ha ve?/ What  el se?/Pr os a nd Cons…Wh y 
don’t  we/ you…?/  I f  you  a sk m e,  …/ Don ’t  a sk m e 

Con fi rma t i on   Sor r y?/ I  beg your  pardon ?/Would you m ind bei ng a  l i t t l e m or e  
speci f i c? / In  oth er  words…/ Am I  mak ing  sen se?/… you  
kn ow?/You  m ean…?/ I ’m n ot  sa ying that…/ You sa i d… 

Apol og y Pl ease  forgi ve  m e/m y…, I  a pol og iz e for…/  I ’m sor r y… 
Emai l  
con ver sa t i on  

Inquir y -> Offer  -> Coun t er  offer  -> Accepta nce,  Cla im s & 
ad jus tm en t s,   Sending a  m eet ing a genda 

Emai l  ph rases Regar ding…/ We would be  ver y p l ea sed i f…/I am l ooking  
for ward t o h ear ing fr om you /  Bes t  r egards   

Wr i t ing a  l et t er  Let t erhand / Dat e /  In si de a ddr ess/ Sal uta t i on  / Bod y 
Checking Resum e (Typ i cal  Engl i sh  r esum e format )  
Gi ving or der s Woul d you  p l ea se…/You  sh ou ld…/ I’d a ppr eci a te  i f  you . . / You  

need  t o… 
Pr esen ta t i on  Fir st ,  l e t  m e expla in…/ Mr.  B wi l l  expl a in…/ Let’s  ta ke a  l ook  

a t…/ Never thel ess…/ Com par ed  wi th… 
Sugges t i on s/  
di scuss ing i dea s 

What  a bou t  …?/ don ’t  you th ink?/ What  el se?/An y oth er  
suggest i on s?/ I  sugges t  we…/ How a bout …/ What  i f  we…, / Let’s  
… 

Negot ia t i on  Ma y I . . ? /…wi l l  be  f ine/  I  under stand. ,  but…/un for tunat e l y/   
In t er vi ewing Could  you  gi ve  us a  br i ef  over vi ew of …?/ What ’s th is…?/ Wh y 

do you  th ink…?/ How do you…? 
Using char t s  Sol id  l in e/ Dot t ed l in e/ Poin t s/ Incr ea se/Decr ea se  /   
Num ber s Read  e.g. US$  200, 000,  JPY5 ,345, 254,   
Bye-bye Sa y h i  t o your  m om for  m e/  I  got t a  go.  
Oth er  usefu l  
ph rases 

Com par ing appl es and oranges/ …i s n oth ing l i ke…/ ear l y/ la t er  
on…/…i s n ot  th e ca se/ subject  t o…  
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3.1.3.  Step2. 学 習 者 が 目 標 と す る 人 物 像 の 生 活 の 中 で 経 験 す る

activities(活動)の整理 

 

さて、営業系の人間の活動と、技術系の人間の活動にさほど類似性は無いよう

に、社会人が仕事の過程で英語が必要となる場面は、産業や職種によって大きく

異なることから、この a ct ivi t ies の整理は容易ではない。但し、以下の a ct ivi t ies

は、凡そいずれの産業や職種であっても現れる活動であり、かつ英語を使用する

場面があり得ると考えられる。なお、（）内に、リスニング、スピーキング、リ

ーディング、ライティングの 4 技能のうち、主に使用する技能を、それぞれ頭文

字 L,S,R,W で示す。  

・  自己紹介 (L,S)  

・  面接 (L,S)  

・  電話での意志伝達 (L,S)  

・  スケジューリング (L,S,R,W) 

・  ｅ - ma i l(W) 

・  インターネットで情報収集 (R) 

・  ミーティング (L,S)  

・  交渉 (L,S,R,W) 

・  仕事と無関係のスモールトーク (L,S)  

・  目標・計画の策定 (L,S,R,W) 

また、以下の活動も、必ずではないが、英語を使う場面が考えられる。  

・  海外出張 (L,S,R,W) 

・  プレゼンテーション (S)  

通常、殆どの語学教材では、上記の「 a ct ivi t ies 別」か、「文法別」か、「リス

ニング、スピーキング、リーディング、ライティングの 4 技能別」で設計され

ている。また、順序も難易度順であることが多い。一方 SCC では、以上のリ

ストを、ストーリー作成時には参考とするが、必ず全ての要素を盛り込むこと

よりも、ストーリーの現実性を優先する。  

 

3.1.4. Step3.活動を行う過程で出来事(events)の整理 

 

前述の通り、 e vents とは、各 a ct ivi t ies を実行する上で発生する事象を指す。

例えば電話での意志伝達において、相手が不在といった e ve nt、計画の策定にあ

たり、実施資金が不足するといった e vent である。これら eve nt は、ストーリー

作成上現実的なもので、学習者の興味を引く内容であることが望まれる。ストー

リー作成前に、以下の通り整理した。  

・  自己紹介 (L,S)     ：新メンバーが加入  
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・  面接 (L,S)     ：圧迫面接がある  

・  電話での意志伝達 (L,S)   ：相手不在  

・  スケジューリング (L,S,R,W)   ：各々の予定があわない  

・  ｅ - ma i l(W)     ：メールの返事が無い  

・  インターネットで情報収集 (R)  ：良い情報が中々でない  

・  ミーティング (L,S)    ：反論・異論が出る  

・  交渉 (L,S,R,W)     ：金額交渉  

・  スモールトーク (L,S)    ：きつい一言を言われる  

・  目標・計画の策定 (L,S,R,W)   ：目標の実行手段が不足  

 

このリストも、Ste p1 ,2 で作成したリスト同様に、Step4 でのストーリー設計時

の参考となるものである。  

なおこの Ste p2 ,3 は、伝統的なインストラクショナルデザイン ( ID)における「課

題分析」に類似するといえる。その意味では、 SCC も、形を変えてはいるが、

まず学習者学習目標を設定して、課題分析を行うという点において伝統的な ID

の枠から出ているわけではない。ただし S CC の実務上この課題分析は、現実的

なストーリー作成の為の整理リスト的な位置づけにある点、まず課題分析があり

きで設計を行う伝統的 ID とは多少アプローチが異なる。  

 

3.1.5. Step4. Step1-3 が適用できるストーリーを作る 

 

3.1.5.1. ストーリーの舞台と登場人物 

 

ストーリーは、ターゲット学習者にとって現実的かつ面白みのあるものとする

必要がある。このためには、インストラクショナルデザイナーは学習目標を達成

しているであろう複数の人物からヒアリングをしてストーリーを構築するとい

う手法が考えられる。この作業は、仮に対象学習者が「海外工場へ赴任予定の自

動車メーカーの技術者」であれば、対象学習者が十分絞られているので、ストー

リー作成はさほど困難ではない。しかしながら、対象学習者を「 20 代 -30 代の社

会人」と広く設定した今回のケースでは、誰もが興味を持てるストーリーの構築

は難しい。  

この問題の対処の為、今回ストーリーは、「新事業の事業計画書を立案する」

という内容にすることにした。事業計画書の立案には、マーケティング、ファイ

ナンス、オペレーションといった各分野の組み合わせである。従って各分野の専

門家でも一度は関係のある分野に触れることができる。かつ、対象学習者は経営

に多少触れ始める世代の為、学習者の最大公約数ニーズに応えることができると

考えた。  
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まず、ストーリーの舞台を業績不振の中堅商社とし、この企業の中で成績の悪

い 30 歳前後の個性的な 3 名が、できなければ解雇という状況の下、新規事業を

立ち上げる、その過程でさまざまな奮闘がある、という骨子を決定した。また、

登場人物のキャラクター設定も、平面的なキャラクターではなく、身近にいそう

だが、各々特徴のあるキャラクター設定とした。学習者は、同世代であるこの 3

キャラクターの役割を、各話毎に演じることとなる。  

SCC では、通常キャラクター 1 人について演じるが、今回 3 キャラクターとし

た。これは、語学学習という特質上、学習者にとっての現実性を勘案して性別を

固定したくなかったことと、各キャラクターの専門分野をそれぞれ体験してもら

う意図がある。  

 

この主役 3 名に加え、登場人物として、以下の 2 名の上司として設定した。う

ち 1 名の pi nko については彼らと同世代の女性であり、ストーリー途中で上司と

して新規加入するという、ストーリー上緊張感を持たせる e ve nt を入れ込むこと

を想定して設定した。  
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3.1.5.2. ストーリーの内容 

 

ここでは Ste p1 から 3 までの内容を、ストーリーに織り込んでいく。既述の通

り、ストーリー作成にあたり、 Ste p2 ,3 の課題分析を最重視した場合、設計の過

程で現実性を維持する流れが損なわれる恐れがある。むしろここで、現実的な場

面やストーリーを作成する過程で、ストーリーのドラフトを課題分析の結果を見

つつ行ううちに、学問上は必要とされると思われた項目（文法や単語）の優先度

が低まり、学問上は軽視されてきた部分の優先度が高まるということが作業中生

じた。この場合は本件学習目標である「現実のコミュニケーション場面」でいず

れが適切かを勘案して判断した。  

つまり、本プロジェクトの学習目標自体が、語学の理論的正しさを最優先して

おらず、「実務上使えて問題ないか」にあることから、現実的な場面のストーリ

ーがまずあり、同時に課題分析を行うことで発見された論点をストーリーに埋め

込む作業を行っていくことになった。  

今回、ストーリーは、学習目標を達成する上で最低限必要な、全 9 回とした。

トピックは以下のとおり。この順序は、通常のテキストであるような難易度順で

はなく、事業計画を策定する典型的なビジネス会話テキストでは、自己紹介から

始まることが多いが、本件では、ストーリーにあわせ自己紹介は後半で学習する。 

第 1 回：会社の悪い状況を説明する。  

第 2 回：新しいプロジェクトの市場分析。  

第 3 回：ブレーンストーミングを行う。  

第 4 回：ビジネスモデルを組み立てる。  
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第 5 回：マーケティングプランを考える。  

第 6 回：人的役割分担を語り合う。  

第 7 回：新しいマネジャーに自己紹介する。  

第 8 回：電話でスケジュールを確認する。  

第 9 回：財務計画を説明する。  

 

3.1.5.3. 各回ごとの構成 

通常の SCC においては、同期型の学習機会は設けられることがあるが、必ず

しも重要な一部を構成しているわけではない。しかしながら、Step2、Step3 の分

析から、スピーキング練習が必要であることから、 Step1 の本件の学習目標を達

成するには、同期型の学習機会を設けることがより望ましいと判断した。そこか

ら引き出された 1 単元の構成は以下の通りである。  

 

①カバーストーリー  ：場面状況の説明。切実な問題が発生する。  

    会話を聞き、確認小テストがある。  

②ミッション   ：ストーリーの中の１人の役と、課題の提示。  

③リソースボックス  ：学習時に必要なリソースを提供する。  

    確認小テストがある。  

④メインストーリー  ：ミッションをどのように解決するかのモデル会話聞く。 

     確認小テストがある。  

⑤同期型学習  ：インストラクターに対し、ミッションを実演する。  

評価とフィードバックが示される。  
 

①から④は非同期型だが、⑤は同期型なので、後述の通り開発フェーズでは非

同期型学習環境と同期型の学習環境のスムーズな設置が課題となった。所要時間

は、非同期型は学習多忙な社会人を対象とするため同期型は 15 分を目処とする。

また非同期型の時間は 30 分 -1 時間を目処とするが、制限を設けない。学習の達

成スピードは人それぞれであり、納得がいくまでの学習を可能とするためである。 

なお、「①カバーストーリー」と「④メインストーリー」のスクリプト全文に

ついては、付録 4 に添付した。ストーリーのスクリプトは、まず第一ドラフトを

当方で作成した。当方はネイティブスピーカーではないので、このドラフトを 2

名のネイティブスピーカーに加筆訂正してもらった。  

スクリプトの完了後、カバーストーリーとメインストーリーの音声の吹き込み

は、プロのスタジオで、ネイティブスピーカー 4 名、日本人バイリンガル 1 名を

使用し録音した。 SCC の考え方から、想定する場面をより現実に近づける為、

教材用としてではなく、自然体の発話スピードとなるようにしている。また、リ

ソースボックス用のコンテンツも同様に当方にて作成し、ネイティブスピーカー



21 

にチェックしてもらった。  

 

3.1.6. Step5.ストーリーに無いが、学習者が知っておいたほうが良い

事項の整理 

 

最後に、表 1、２のリストにはあがったが、ストーリーに項目を織り込めなか

った内容を整理した。これらは、項目の 2 割以下に留まったが、無理して挿入す

ることはせず、予定される「続編」で使用することとした。なお、今回のストー

リーで登場しなかった「仮定法過去完了」は、現実の場面でもあまり使われたこ

とはないとの議論がネイティブスピーカー間であった。学習目標が「文法学習」

「 TOEIC 点数アップ」ではなく、あくまで現実世界でのコミュニケーション能

力においてる本件の場合、今回採用されなかったこのような項目を「続編」で採

用するかどうかは更なる議論が必要と考える。  
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4. 開発  
 

4.1. LMS の検討 

 

予算の制約上、 LMS（ Learning Ma na ge me nt  Sys te m）をフリーまたは極力安価

のものから選択する必要がある。設計段階での結論として、学習目標の達成の為

には非同期型に加え、同期型のｅラーニング環境が必要であると判断された。そ

の他本研究に適した LMS に必要とされる条件は以下の通りとなった：  

 

1)  音声教材を作りやすいこと：語学がテーマである以上必須。  

2)  同期型のウェブ会議システム的なものがあること：今回のコンテンツ構

成上必須。  

3)  費用は無料または極力安価であること。  

4)  テスト機能があること。  

5)  固い印象を与えない構成であること。  

 

以上から、  

 

(1)Moodle(非同期用 )+Skype または Red5(同期用 )の実装、  

(2)ブログ (非同期用 )+Skype(同期用 )、  

(3)J oomla LMS、  

 

の選択肢を検討した。  

(1)は、日本でもユーザー数は多く、フォーラムも充実しており、実践例も多

数あることから最も安定感がある。しかし同期用のウェブ会議システムが無いこ

とから、Skype 等で同期型環境を代替しなければならず、学習者にとっての使い

やすさには課題が残る。  

一方、 Moodle に限らず、 LMS は教材作成者の立場に立つと、それなりに操作

に慣れを必要とする。別途操作をしてくれる TA やインストラクショナルデザイ

ナーが存在する場合は問題ないが、自ら操作をする場合、慣れなければ非常に時

間がかかるが、慣れれば数分の一の時間で教材作成が可能となる。本専攻で半年

以上にわたり Moodl e に習熟してきたこともあり、Moodle 以外を利用すると、再

び慣れるまで苦労することが予想された。したがって、本研究を本格化した 2007

年 4 月以降、 9 月までは Moodle が本命の選択肢であった。  

(2)のブログは、川原他（ 2006）の報告にもあるとおり、指導者から見て LMS
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よりも導入が容易で無料、また学習者からみても使い勝手が良いインフラとして、

注目に値する。 LMS は、その豊富な機能ゆえ、指導者のみならず学習者にも操

作方法への慣れを要求する点、社会人に適さない面がある。この点ブログは指導

者、学習者とも学習目的以外でも使用したことはあり、如何なるものかを既に理

解している場合が多い。またポッドキャスティング  機能を標準設置したブログ

はケロログなど複数あり、音声や映像を利用した学習も行いやすい。但しテスト

機能は無い為、別途テスト機能の作成には手間をかける必要がある。また、本研

究で必須と考える同期型環境の実現には (1 )と同じ制約がある。  

(3)は、 (1) (2)を検討する中で、全てを満たす LMS は無いか研究する過程で出

てきた選択肢である。 J oomla というオープンソースの CMS(Content  Ma na ge ment  

Sys te m)をベースにした LMS であり、2007 年にリリースされた。従ってこれを利

用した実践例は世界でもほぼ無いという欠点はある。アクティブメンバーも世界

中で現時点で 360 人程度しかおらず、本格的に LMS として使用された実績が無

いという問題がある。  

一方で、今回の必須ニーズであるウェブ会議システムが標準装備されている点、

固い印象を与えないユーザーインターフェースである点で、今回の研究には非常

に親和性があると思われた。そこで今回は Joomla LMS を選択することにした。  

 

4.2. JoomlaLMS について 

 

Joomla LMS は、2007 年 1 月 24 日にデンマークの ElearningF orce 社によりリリ

ースされた商用の LMS である。これは、その名のとおり、オープンソースの

CMS(ここでは ” Conte nt  Ma na ge me nt  Sys te m” )であり、日本では知名度が低いが世

界的には著名な J oomla をベースに作られた LMS である。なお既述の通り、

Joomla LMS 自体はリリースされたばかりで  

主な特徴は以下のとおりである。  

・  役割別のアクセス許可機能  

¾  管理者 (Admi nis tr a tor)、教師 (Tea cher)、学生 (Student )、 CEO(親 )の 4 種

類別に、アクセスを許可する。Moodle では、教師モードと学生モード

が簡単に変換できるが、 J oomla LMS では、一旦ログアウトしなければ

ならない不便さはある。一方、CEO（親）のアクセス権限設定は、Moodle

にはない。  

・  個人学習だけでなくグループ学習可能。  

¾  いずれのモードとするかを教師は選択できる。  

・  多国語対応  

¾  2007 年 11 月より日本語にも対応した。現在各国語へのローカライズ

が進んでおり、 10 カ国程度が対応している。  
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・  宿題管理･進捗管理機能。  

・  クイズ作成機能（数種類）  

・  Bla ckboard や M oodle からの Impor t 機能  

¾  この機能により、Bla ckboard や M oodle からの移行が容易となっている。 

・  E ポートフォリオ  

¾  アドオンで付設が可能。  

・  マニュアル、チュートリアル  

¾  詳細なマニュアルが英語である。また J oomla LMS ウェブサイト上には

映像と音声のマニュアルもある。  

・  金額は U$299 より。  

¾  営利企業によ るものなので、 Moodle のように無料ではない。しかし

LMS ユーザー 100 人以下なら U$299、 1000 人以下で U$499、 10 ,000 人

以上で U$999 と、 Bla ckboard と比較し非常に安価である。  

・  サポート  

¾  Joomla LMS ウェブサイトのフォーラム上で質問すれば、現状即日か 1

営業日以内に Elea rningF orce スタッフより回答が来る。別途個別でメ

ールをしても同様。但し同社はデンマークにあるため、日本時間の昼

間に返事がくることはない。  

¾  Moodl e のような日本語のフォーラムは存在しない。  

・  ウェブ会議機能あり（オプション使用料が必要）  
 

4.3. Joomla と JoomlaLMS との連携と学習効果 

 

Joomla とは、オープンソースのコンテント・マネジメント・システム (CMS)

である。プログラミング言語、データベースは PHP,MySQL で、GNU General  Publ ic  

License ベースで配布されている。日本においては Xoops が代表的な CMS として

認知度が高いが、 J oomla は 2006 年の Open Source CMS Awa rd では 1 位を獲得、

2007 年でも 2 位を獲得している 8、世界的には広く利用されている CMS である。  

日本語化も進んでおり、日本人向けのウェブサイトも複数存在している為、基

本機能の利用に関しては不安は少ない。但し、海外では付設するモジュールが有

償・無償含め多数開発されているが、 J oomla の日本での利用者が少ないことも

あり、これらのローカライズはされていないものが多い。  

Joomla をベースにした J oomla LMS を利用することの利点は以下の 3 点である。 

 

・  Joomla の付設モジュールを多数付設で使用できるであるフォーラム機

能、 SNS 機能を容易に付設できる。  
                                                   
8  h t t p :/ / www.p a ck tpu b. com/a war d/  
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¾  インストラクショナルデザインの過程で、教師 -学習者間、または学習

者同士で質問やディスカッションを必要とした場合がある。 J oomla に

は Communi t y Bui lder という SNS 的なモジュール、および Fireboa rd と

いうフォーラム的なモジュールが無償ベースで存在し、かかるニーズ

に適したサイトを構築できる。  

¾  今 回 の よ う な 語 学 学 習 コ ン テ ン ツ で は 、 オ ン ラ イ ン 辞 書 で 有 名 な

Ba bylon が J oomla のモジュールとして無償であるため、フロントペー

ジに設置し、学習者の利便性を高めている。  

 

・  ユーザイーンターフェース  

 

¾  対象となる学習者が興味を惹くようにサイトの見栄えを工夫すること

は学習者の動機付け喚起の点で無視できない。そしてこの見栄えは、

学習者がビジネスパーソンか、学生か、子供か、男性中心か女性中心

か などの属 性に より、大きく 変わるべき ものである。 Bla ckboard や

Moodl e でも、ユーザーインターフェースをテンプレートによりある程

度変更可能であるが、一層のカスタマイズには HTML の知識を必要と

する。  

¾  一方で、 J oomla はおよそ 1500 以上もの無償テンプレートが世界中で

配布されており、どのような学習者が対象でも、自らカスタマイズせ

ずとも満足できるテンプレートを見つけることが凡そできる。このよ

うな利便性は、 IT スキルに長けたスタッフが少ないが、限られた時間

を教材開発になるべく充てたい状況の教授者には有用である。  

 

4.4. JoomlaLMS での開発過程 

 

以上の検討により、最終的に J oomla LMS を使用する決断を 9 月に行い、開発

を開始した。然しながら、いざ設計した内容を J oomla LMS 上に載せていくと、

ボタン動作が正常でない、ウェブ会議システムが正常に動作しないなど、バグが

多数発見された。一見活発に思えたユーザーフォーラムも、このような報告で活

発であったという側面もあった。  

これらは J oomla LMS に限らず、初期にリリースされたソフトウェアでは避け

られないという割り切り、および、一度開発を始めると、今度は Moodl e に戻る

のも容易でないということもあり、 ElearningF orce 社側とメールを 20 往復ほど

し、最終的には同社側に当方のサイトの中に入って手を入れてもらう等して、開

発を進めていった。  
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特に、重視した機能の一つである Fla sh Media  Server をベースとしたウェブ会

議機能も、サポートしているはずの日本のホスティング会社での度重なる動作ミ

スもあり、一時は使用が危ぶまれた。結局、Elea rningF orce 社に依頼することで

解決する等、想定外の事態も多く発生することとなった。  

一方で、先方はデンマーク人であり、E メールの英文も文法・語法に誤りが多

数あるものであったが、コミュニケーション自体に困ることは全く無かった。こ

れは、今回のコンテンツの特徴である、「実践の場で外国語を使う上で、意思が

通じたかが最も重要な評価基準であり、言語の活用の正確性を一番の評価基準に

していない」という考えをある程度支持したものともいえよう。  

一方で、教材開発にあたり、実績の無いものを使用した場合には、リスクが大

きいという点は、今後の教訓である。今回の開発も、バグの連絡と修正の作業に

より、およそ 1 ヶ月以上にわたり想定よりも作業が遅延する事態を招いた。  
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5． 評価 

 
5.1. 1 対１評価（１） 

 

12 月 8 日に、非同期型部分に関し、「教材が独り立ちしているか」の観点から

1 対 1 評価を実施した。評価者は、IT プログラミングに詳しい協力者である。同

期型部分についてはウェブ会議システムの動作確認を行った。使用した用紙は、

付録 2 に添付した。  

この結果、  

1.  文字が小さい  

2.  ウェブブラウザの Firefox と IE７では動作確認ができたが、 IE6 では画面

のループが止まらないなど、不具合がでるときがある（同じ場所でも不具

合がないときもある）  

3.  一度学習した部分を復習するには、全ユニットを終了してからでなければ

もどれない、  

4.  スタートボタン、 Next ボタンの位置がずれることがある、  

5.  ウェブ会議システムは、動作するときとしないときがある、  

といった事象が発生した。  

１については、協力者に文字を大きく修正をしてもらったが、その後、ウェブ

サイトテンプレートを変えると文字が元に戻ることが判明し、テンプレートに依

存する事項として、やむを得ず小さい文字のままとしている。  

2 については、 IE7 の環境で開発を行っていた為発見できなかった点であり、

ElearningF orce 社に連絡し、バグであるとして修正をしてもらった。  

3 は、すなわち本コンテンツの構成である「カバーストーリー」「ミッション」

「リソースボックス」「メインストーリー」を順番に学習する過程で、元に戻っ

て学習したい場合でも容易に戻れないという問題である。一気に 1 ユニットを終

えることができる時間に余裕のある学習者であれば問題はないが、細切れ時間で

学習する社会人向けには致命的な欠点であると思われた。これも ElearningF orce

社に修正を依頼したが、今回のバージョンでは修正不可能で、次期バージョンで

の修正を検討するとの返事であった。このように、e ラーニングのインストラク

ショナルデザインは、時として LMS の構成や思想に支配されることがある、と

いう点は今後の教訓といえる。自らのデザインを 100％満たすには、極端に言え

ば LMS さえ自作しなければならない。  

4 については、同じブラウザのバージョンでも、 WindowsXP か WindowsVis ta

かの違いで発生したと見受けられ、これもバグとして ElearningF orce 社に連絡し、

修正をかけた。  
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5.は、既述の通り、本研究で利用している hete ml サーバーの運営会社である

ペーパーボーイ社に複数回クレームしたが、直らなかったため、 elearningforce

社のシステムに鞍替えすることを余儀なくされた。  

ここでの修正を元に、12 月 16 日より、第 2 回の 1 対 1 評価を実施した。ここ

では、 2 名に対し非同期型のみならず同期型も含めたレッスンを、前半部分の

Uni t1 から 3 にかけて依頼した。目的は、同期型を含めた教材の独り立ちの確認、

1Uni t だけで無く複数 Uni t を通したレッスンの独り立ちを確認することであった。

いくつかインストラクションの不明瞭な点の指摘があり、改善を行った。  

さて依頼した 2 名のうち 1 名は英語を職業として教えている教師、もう 1 名は

職業柄英語を使用している 1 名である。このタイミングで比較的英語に慣れてい

る方に依頼したのは、来るべき 1 対 1 評価の前に、数々のコンテンツに触れてい

る方の意見を併せて伺いたかったからであるが、逆に、「本コンテンツのターゲ

ット層の初中級者用には結構内容が重いかもしれない」との意見が出た。  

この段階では修正はもうきかないので、このまま評価を続けるしかないが、反

省点としては Uni t1 から 9 まで設計開発する前に、 1 から 3 のみ開発した時点で

一旦形成的評価を行うべきであった。  

 

5.2. 1 対 1 評価（2） 

 
12 月 22 日に、評価協力者 3 名に評価を依頼した。 3 名の協力者の属性  

は以下のとおりである。  

 

対象学習者の属性  
A さん  
英 語 の 学 力 ： TOEIC 、

TOEFL 
職業・職種  
業務上英語を使用するか  
想定する英語使用場面  
 
英語学習の必要性・興味  
過去の英語学習履歴  

 
TOEIC920 点 (2003 年 )、 810 点 (95 年 ) 
商社勤務  
現在は使用しないが前業務ではあり。  
国際電話応対。英文契約書作成、交渉、  
ema i l、米国出張時日常生活全般。  
今のところは無いが興味は無くも無い。  
学校教育、通信教育 (ｱﾙｸ TOEIC860 点ｺｰｽ )、
学び st (電話英会話学校 )。  

B さん  
英 語 の 学 力 ： TOEIC 、

TOEFL 
職業・職種  

 
TOEIC700 点 (2007 年 )だが英会話未経験  
金融機関勤務  
使用しない。  
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業務上英語を使用するか  
想定する英語使用場面  
英語学習の必要性・興味  
過去の英語学習履歴  

ない。ただし海外案件が出れば必要  
非常にあり。  
学校教育のみ。  

C さん  
英 語 の 学 力 ： TOEIC 、

TOEFL 
職業・職種  
業務上英語を使用するか  
想定する英語使用場面  
英語学習の必要性・興味  
過去の英語学習履歴  

 
米国公認会計士だが英会話未経験  
教育関連会社勤務  
毎日。  
英文教材の和訳。  
非常にあり。  
米国会計以外は学校教育のみ。  

 

各評価者には各項目の評価を 5(とてもよい )から 1(とても悪い )までの 5 段階評

価でつけてもらった。評価にあたっては、コメントを詳細に取るため、口頭にて

インタビューを行った。インタビューの結果得た内容は、添付付録 4 に詳細を記

載しているのでご参照いただきたいが、特徴として見られた点は以下のとおりで

ある。  

 

5.2.1. SCC のコンセプトの評価 

 

非常に評価した人（ B、 C）と、評価はするがより簡略化した形態を求める人

に分かれた。自分自身はビジネスに関わらない人は全く興味を持たないであろう

というコメントも見られた。これは、対象学習者を明確化したうえで、その対象

が現実感を持てるようなストーリーを設計する SCC の特徴を現すといえる。  

「学習者に現実感を与えるストーリー設計は難しい」と改めて実感させるコメ

ントも出た。日系企業出身者からは、「外資系企業っぽく違和感あり」といった

コメントがあった。また「数字の話題が多い」というコメントがあった。新事業

を企画するというストーリーの骨子の元、数字の話は避けられないが、当方自身

が無意識的に自身の属する業界の考え方でストーリーを構築していたとも思わ

れる。  

 

5.2.2. カバーストーリーの評価 

 

ここからミッションにいたるまでを「長い」と感じた人が 1 名いた。カバース

トーリーは、ストーリーに横たわる状況を把握させるだけでなく、語学のリスニ

ング学習も兼ねている。しかしリスニングだけで 1-2 分程度聞き、その後 3 問の
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テストを受ける構成の下、「これだけで結構疲れる」とのことであった。  

また、リスニングにあたっては、最初に何も見ずに聞き、分からなければ単語

リストを見つつ聞く、といった学習法を説明文で推奨したが、その説明が読みに

くい、または読んでいない、というコメントがあった。  

 

5.2.3. ミッションの評価 

 

一般的な語学教材よりはストレスを感じるものが 3 名全員、ただしうち 2 名は

「チャレンジのしがいを感じる」とのコメントも残した。カバーストーリーで疲

れを感じた 1 名は、更にここで「おなか一杯」となったとコメントしている。少

なくとも、当方の意図に反し、気軽にできないコンテンツとなってしまったこと

が窺える。  

教授側からすると、そもそもミッションはチャレンジのしがいがあるような内

容を与えている一方、次のリソースボックスで、ストレスが無いようにミッショ

ン達成に必要な付録を提供しているという考えである。但し、「目の前に先生が

いないので突き放され感もある」というコメントに代表されるとおり、この時点

で全員が一定のストレスを感じたという点、この時点で学習同期低下に繋がる恐

れがあり、今後ミッションの見せ方に工夫が必要と思われる。  

例えば、ミッションにおいては学習者に役割を与えるが、評価者コメントにも

あるとおり、役割を与える意味を最初に学習者へ説明をしたほうが良いと思われ

る。以上の通りミッションと役割を単に与えるだけで学習者に楽しさを伝えるの

は難しいという結果となった。  

 

5.2.4. リソースボックスの評価 

 

リソースボックスの評価は総じて高かった。ただし、リソースボックスにある

情報を学べばミッションができるという設計にもなっておらず、ミッションやス

トーリーとの連動性に改善が必要とのコメントがあった。このコメントは、リソ

ースボックスのコンセプト作りが最後まで遅れたことと、課題分析が甘かったこ

とに起因する。評価前からある程度予想していたもので、時間はかかるが重大な

要改善点といえる。  

SCC で特徴となっている、外部リンクの使用については、以前プログラミン

グ学習のコンテンツを設計した際に、有用な外部サイトが多数あり、ユーザーと

して学習効果が高かったことから積極的に導入した。主に英文法の説明について、

自作せず外部リンクを頼ることとしたのだが、3 人とも評価は低かった。但しこ

れは、外部リンクそのものの効果の否定というよりも、日本語で書かれた質の高

いサイトはあまり無く、このことが満足度を低めた一因と思われる。  
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事実、後述の通り、改善の際に、英文法の外部リンク使用をやめ、外部のスト

リーミングビデオを使用したところ、これには高い評価があった。  

また、その他の部分と同様、サイト全体や文字の見にくさの指摘は多く、ここ

でもデザインを改定する必要がある。  

 

5.2.5. メインストーリーの評価 

 

同期型のライブレッスン前のリハーサル効果として、高い評価が得られた。ま

た同時に「自然スピード」にこだわったリスニングスピードについては、「実際

に外国人と話すときはもっと早いので、これで良い」とのコメントで、否定的な

コメントは無かった。本研究では結論が出ないが、世の中に出ている教材の音声

スピードは、殆どのケースにおいて本教材より遅い為、学習効果の点ではどちら

が高いのか、興味深い論点といえる。  

また、メインストーリーと同期型のレッスンの間に「纏めのページ」を入れて

いるが、見栄えの改善の指摘がある一方、このページの存在は評価が高かった。 

 

5.2.6. 同期型の評価 

 

ウェブ会議システムを使用した、ネイティブスピーカー教師との同期型レッス

ンは、その存在自体には高評価が得られたが、リソースボックスの不満足な出来

もあってか、「非同期型で学習しても、話すのは結構大変」とのコメントがあっ

た。  

SCC の構成要素の一つである、学習者へのフィードバックはこのレッスンの

最後に行われるが、「今回のフィードバックの質は良かったが、異なる教師でも

同様の満足度を得られるか不安」といったコメントがあった。このことは、全自

動化を目指した GBS と異なり人を利用した SCC においては、 TA ないしインス

トラクターのクオリティが全体の満足度を左右するということを示唆している。 

また、「フィードバックを口頭だけでなく後でメールで来るともっと有難い」

というコメントもあった。これは、通常の E メールでなくとも、そのような機

能は J oomla LMS 上に装備されており、学習効果向上にも資すると思われること

から、今後の導入を前向きに検討したい。  

 

5.2.7. 小テスト機能の評価 

 

既述の通り SCC では現実性を重視するため所謂テストを通常設置しない。し

かし今回はこれに反し、カバーストーリー後にリスニングテスト (多肢選択 3 問 )、

各ユニットの 3 つのリソースボックスごとに小テスト (3 問ｘ３ )、メインストー
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リー後にリスニングテスト（多肢選択 3 問）と、多数の小テストを設置している。

この設置自体には評価者から「テストがあるとやる気が出る」「達成感を確認で

きる」といった高い評価を得られた。  

しかし一方、「リスニングができなくても常識で解ける問題がある」とのコメ

ントが出るなど、テストのクオリティに関する評価は厳しいものとなった。  

テストについては、これを導入すると決定した時点で、知識の確認としてとい

うだけでなく、学習効果を持たせていきたく、テスト作成法に関する調査も行っ

た。その結果、リソースボックスのテストはアウトプットをさせるという意味で

穴埋め形式、リスニングのテストは多肢選択としたが、今回のコンテンツのテス

トが、内容、形式、及び精度への信頼性を持たせうるものができたかどうかは疑

問が残り、今後の課題である。  

 

5.2.8. その他のコメント 

 

その他の主だったコメントとしては、「レベルをより落とした内容を希望」と

いう声があった。これは、やはりある程度語学学習においてレベル分けの発想は

必要であることを示唆している。  

また、今回のコンテンツが気軽に取り組めるものではないという点は評価者全

員のコメントであったが「良い意味で週末集中してできそうだし良い」というポ

ジティブな反応と、「毎日少しずつやりたいのにできない」というネガティブな

反応に分かれた。但し、これは改善により今後両方に対応できうると考える。  

更に評価者 3 名に、リスニング中心、ビジネス場面別中心といった、多くの従

来型の英語教材の構成との比較をたずねたところ、「例えば明日海外に電話をし

なけれ ばいけない場合 に練習で きるジョブエイド的な使い方があっても良い」

「 TOEIC 前日など、集中特訓の意味でリスニングだけ使いたいかもしれない」

といった、必ずしも否定するわけではないコメントが出た。これは、特に大きな

作業をすることなく J oomla LMS では対応可能であるので、かかる機能も後に付

加することとした。  
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６．改善  
 

以上の評価を受け、若干の改善を行った。主な内容は以下の通り。  

 

6.1.  見栄えの改善 

 

Joomla LMS では、ワードを扱うように影付文字、色付き文字、強調文字を使

用できる。これらを利用し、平面的であった内容をより分かりやすく改善した。 

 

6.2.  外部リンクの一部内製化、及び方法論の工夫 

 

英文法に関する外部リンクは評判が悪かった為、これを一部内製化した。但し、

外部リンクの有効利用自体には意味があると考え、「英語で面談を受ける」学習

項目のところで、外部のインタビュービデオを参考コンテンツとして使用した。

これについては、形成的評価に参加した 3 名にその後見せたところ 3 名とも、ポ

ジティブな評価を下している。  

 

6.3.  学習したい項目別でも学習できるインターフェースの構築 

 
既述の通り、「リスニング中心」「ビジネス場面別」といったジョブエイドとし

てのビジネス場面別の学習項目構成のニーズもでたことから、かかる学習者ニー

ズの対応を検討した。確かに SCC では、じっくり学習を行っていくコンテンツ

としては適しているが、目の前の現実へのソリューションには、そのままではな

り難い。  

しかしながら、 J oomla LMS では、その構成上、課題分析を行った課題項目ご

とに、解説文と練習問題が一つのチャンクとして構成されている。例えば「カバ

ーストーリー」「メインストーリー」はリスニング音声と 3 問の小テストが一つ

のチャンクで、リスニングコンテンツ単体としても使用できる。また、リソース

ボックスは各ユニットに 3 チャンクあるが、これらは大きく「文法を学ぶチャン

ク」と「ビジネス場面毎のフレーズを学ぶチャンク」に大別される。各チャンク

とも説明文と小テストで成り立っており、単体でも学習が成立しうる。  

従って、これらのチャンクを並べ替えることで、「リスニング教材」「文法教材」

「ビジネス場面別教材」が出来る。  

更に、今後の展開として、続編や、類似のコンテンツを制作する場合、これら

のチャンクを使いまわすことも出来、コンテンツ開発の手間が省ける利点が展望

しうる。  
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6.4.  学習者が日々サイトを訪れ学習を継続する為の試み 

 
今回、評価者のコメントの中で最も考えさせられたコメントの一つに、「 SCC

のコンセプトは理解したが、これだけで動機付けの弱いユーザーも含めて学習継

続を引っ張っていくのは難しいだろう」というものがある。これを、今回開発し

たコンテンツのクオリティが悪いことに起因せしめることも出来るが、元々オン

ラインでの学習は同期付けが難しいといわれる中、オンラインだからこそ動機付

けられる何かが出来ないかを模索するきっかけとなった。その試みとして、1 月

後半より対象学習者が興味を惹きそうなニュースや話題を毎日アップすること

とした。この評価は本件の研究対象外であるが、今後継続していく研究の中で、

成果を見て行きたい。  

 

6.5.  フォーラムおよび SNS 的機能の設置 

 
既述の通り、元々 SCC の要素には、学習者間での学びあいも構成要素として

含まれている。しかしながら今回は、フォーラム機能の日本語化が研究開始当初

はできていなかったこともあり、フォーラムは無しのインストラクショナルデザ

インとなった。しかしながら、11 月から 1 2 月にかけ、J oomla を利用したフォー

ラムおよび SNS 機能の日本語化がなされた為、ウェブサイト上にはインフラだ

けは設置している。これも、今後、 SCC を補完した学習者の学習継続のモチベ

ーションに資するものとして、利用の検討を進めていきたい。  
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7. 今後の展望  
 

本研究では、 SCC に基づく社会人向け英語ｅラーニングコンテンツを開発し

た。本研究では、1 対 1 評価に留まっていることから、今後も断続的に 1 対 1 評

価、小集団評価を行い、内容改善を繰り返し、引き続き今回開発したコンテンツ

の学習効果の可能性を探っていきたい。なお SCC の特徴である外部リンクの使

用については、今後著作権処理に関する検討もあわせて行っていきたい。  

また、既述の通り、J oomla および J oomla LMS では、フォーラムや SNS の機能

が利用可能である。 SCC は、学習者間同士での学びも重要な要素となっている

が、今回は、インフラとしてフォーラムと SNS は設置したものの、学習者が有

効利用するには至っていない。今後、 SCC と SNS を融合したインストラクショ

ナルデザインを追求していく予定である。  

本研究コンテンツが一定の完成を見た後には、 SCC の英語以外での適用可能

性を探りたい。そもそも本研究は、本専攻の 1 科目である「 e ラーニング実践演

習」において、 Moodle ベースで当方にて SCC に基づいた IT プログラミング分

野での設計・開発を行った内容を参考として行われたものである。引き続き、他

の教育分野でも適用可能かどうかを検討し、学習者にとっての学習効果と、教授

側にとって持続可能なものであるかの両面を探って参りたい。  
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付録 1. 教材設計書  
第 1 回：（プロローグ）会社の悪い状況を説明する  

“ The Moose mus keteer s”  

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  カナダ本社の CEO から日本法人責任者の Daisuke に E ma i l

が来る。メールの内容は、日本法人の度重なる失策の為、 3

人ほど人員削減するか、さもなければ Da isuke を首にする、

というもの。迷わず自分以外の 3 人を首候補にした Da isuke

であった。  

日本では簡単には人員を首にできないので、不可能なﾐｯｼｮﾝ

を与え、できないことを理由に 3 ヶ月後に首にしたらどう

かというサジェスチョンどおり、行動に移ろうとする。  

ﾐｯｼｮﾝ  プロローグの為割愛  

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  プロローグの為割愛  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  Daisuke は選んだ 3 人組 QP、 Butcher、 E mi の 3 人を呼び出

し、瀕死の日本法人の現状を説明、3 人が新事業を 3 ヶ月以

内に立ち上げなければ首にすると宣告する。日本法人の不

振は Da isuke の失策のせいだと非難されるが、意に介さな

い。  

第 2 回：新しいプロジェクトの市場分析  

“ A s ma l l  piece  of  a  la rge ca ke or  large piece  of  a  s ma ll  ca ke” 

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  Butch の誕生日を QP はすっかり忘れる。 Emi はバースデー

ケーキを買うが、一緒に 10 人の同僚も誘ったので、 Butc h

の食べるケーキ 1 切れはとても少なくなってしまった。一

方 E mi は飼い犬 Akoa ko にも犬用ケーキを買ってきたが、こ

れを独占できる Akoa ko を見て、Butc h はうらやましく思う。

Emi はそこからヒントを得て、「新事業を探すなら大きい市

場規模でも競争が多いビジネスより、市場規模は小さくて

も競争がない分野を選ぶべき」と考える。 Butch は Akoa ko

を見てペット産業のニッチ分野を探そうと提案する。  

ﾐｯｼｮﾝ  ペット産業の特徴、市場規模、成長率を説明する。  

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  １． （文法）数の数え方  –  外部リンク使用  

２． （文法）比較級、最上級  – 外部リンク使用  

３． （場面別）ペット市場のオンライン英文資料  – 外部

リンク使用  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  Butch は調査に基づきペット市場が 1 .2 兆円と大きいこと、

犬が猫や他の動物よりも人気があること、小さい犬のほう
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が大きい犬より人気があること、最近ではより多くの人が

犬を家族とみなすこと、犬の世界も健康志向になっている

ことなどを話す。これらを聞いて、E mi は、さらにオンライ

ンでペット関連グッズを購入する人の割合をたずね、ある

ことを思いつき、 2 人をレストランに誘う。  

第 3 回：ブレーンストーミングを行う  

“ Macrob iot ic  Res ta ura nt  -  Bra ins tor ming bus iness  idea s-”  

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  Emi は 2 人をオーガニックフード中心のマクロビオティッ

クレストランなるところへ連れて行く。そこで、「ナチュラ

ル」「オーガニック」をキーワードにしたビジネスアイデア

をレストランのナプキンに書き始める。  

ﾐｯｼｮﾝ  ナチュラルでオーガニックなペット用グッズを販売するオ

ンラインサイトのビジネスアイデアについて、①市場性は

あるか、  

②競争状況はどうか、  

③長所と欠点はなにか  

ブレーンストーミングする。  

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  １． （文法）｢～しなさい｣｢～したらいいのでは｣(ha ve to,  

shoul d,  ha d better,  ma y wa nt  to)  

２． （文法）計算の表現 –  外部リンク使用  

３． （場面別）質問したいときの表現  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  ナプキンに書かれた E mi のアイデアはヘルスコンシャスな

飼い主を対象にした、ペット関連商品を販売するオンライ

ンポータルサイトを開くというものだった。3 人はこのアイ

デアについて、事業として成り立ちそうか、利点と欠点は

何か、といったことを自由に話し合う。結果、この事業を

進めることで合意する。 QP と Butch はマクロビオティック

レストラン自体には辟易し内緒でラーメン屋に行くことと

する。  

第 4 回：ビジネスモデルを組み立てる  

“ The e levator  tes t-  explaining your  project  on  a  shor t  e leva tor  r ide  between f l oor s”  

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  10 時に会社に遅刻した QP は運の悪いことに上司の Daisuke

にエレベータホールでばったり出会ってしまう。間を持た

す為に事業アイデアをエレベータ内で話すが、考えがまと

まっておらず、「さっぱり分からない」といわれてしまう。  

この出来事を E mi と Butc h に話すと、それはエレベータに
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乗っている間でも相手に簡潔に説明させる所謂「エレベー

タテスト」だったのだろうと言われ、失敗をなじられる。  

ﾐｯｼｮﾝ  Uni t2 ,Uni t3 の内容を簡潔に上司に説明してみよう。  

Daisuke はこんな質問をしてくると思います。  

１． 最初に 15 秒程度で概要を説明してほしい  

２． ターゲット顧客は誰か？  

３． マーケット調査の結果はどうだったか？  

４． 競合他社は？  

５． 他社との違いは何か ? 

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  １． (文法 )関係代名詞の用法  

２． (文法 )接続詞の tha t の用法  

３． (文法 )By の表現  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  Daisuke に対して改めて QP が事業の説明をする。今度は質

問に次々と答えられるが、最後に「で、どうやってマーケ

ティングして、どうやって売っていくのか。」の質問には何

も答えられなかった。  

第 5 回：マーケティングプランを考える  

“ Marketing,  Developing Bra nd Recogni t i on” 

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  マーケティングプランを全く考えていなかった 3 人は、電

通の提唱する AIS AS マトリクスに従って議論を始めようと

する。  

ﾐｯｼｮﾝ  マーケティングの AISAS マトリクスの考え方を理解し、そ

れに従ってマーケティング戦略を考えよう。  

At tent ion – 如何に潜在顧客の注意を惹くか  

Inter es t –  注意を惹いた人に如何に興味を持たすか  

Sea rch –  オンライン検索でどう引っ掛けるか  

Act ion –  如何に購入に至らせるか  

Share  –  購入客に如何に口コミさせるか  

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  １． （場面別）マーケティング関連用語  

２． （文法）提案表現「～はどう？」  

３． （文法）例を挙げる表現「例えば～」  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  At tent ion（注意喚起）-TV や電車広告は高すぎるので、健康

好きの飼い主が集まるイベントやドッグランで集中的に広

告する。  

Inter es t(興味 )  – 健康好きな人に響くキーワードを広告に入

れ込む  
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Sea rch（検索）-  サイトに顧客コメントや便利な機能を含め

る  

Act ion（購入行動） -  「送料無料」などで買う気を一押しす

る。  

Share（口コミ） -  カリスマブリーダーとコネクションを持

ち、彼らから口コミを仕向ける。  

第 6 回：人的役割分担を語り合う  

“ Mana ge me nt  Tea m” 

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  競馬場で上司の Daisuke と 3 人組が競馬を楽しんでいる。

Daisuke は、競馬の騎手は経営陣であり、馬はビジネスモデ

ルであり、この両方がそろっていなければ、競馬で勝利し

ないのと同様、事業は前に進まないものだと話す。その上

で、今後の 3 人のチームとしての役割分担を促す。  

ﾐｯｼｮﾝ  3 人の性格や特徴を  

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  （場面別）人の性格を現す表現  

（場面別）マネジメントスキル表現  

（場面別） I  think など意見を述べる表現  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  各々が相手について語り合う  

QP – ジョークがつまらない。言うだけで行動しない。IT に

強い。マイペース。遅刻がち。  

Emi  – アイデアパーソン。マーケティングとセールスが得

意。外出前の化粧の準備が長い。短気。  

Butch – アニメオタク。数字に強い。論理的。時々頑固。少

し視野が狭い。  

最後に、 Da isuke は CEO には 3 人ではなく新しい人間を候

補にすると述べる。 3 人はショックを受ける。  

第 7 回：新しいマネジャーに自己紹介する  

a .m.  PM -  Int roduci ng your sel f -  

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  新しいマネジャー Pi nko Ma tsui が 3 人に挨拶する。 QP は緊

張してどもる。これを 2 人がからかう。Pinko は早速 3 人に

後で 1 人ずつと話をしたいと話す。  

ﾐｯｼｮﾝ  Emi として、E mi の履歴書に基づいて自己紹介をしてくださ

い。こんなことが聞かれるかもしれません。  

１． 今の部署での仕事はなにか。  

２． その前には何をしていたのか。  

３． 転職をしているが、何年前か、  
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４． 前の会社では何をしていたのか  

５． なぜ前の会社を辞めたのか  

６． 依然いたセールスの部署で貴方は成績が良くなかっ

たが、なぜか。  

７． 学生時代は何をしていたのか。  

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  １． （場面別）自己紹介ビデオ  – 外部リソース  

２． （文法）現在完了形  

３． （場面別）自分の経歴を語る  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  P inko に E mi は質問事項に応じて自分の経歴を語っていく。

最後に Pinko と同い年だと知ってむかつき感じる。  

第 8 回：電話でスケジュールを確認する  

“ Making a n a ppoi nt me nt”  

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  QP は Pinko から、カナダ本社の経営陣に対してペット事業

の計画をプレゼンすることが決まったと聞かされる。同時

に、カナダ本社の CEO ジョン、 Da isuke、 Emi、 B utch のス

ケジュールを確認し、全員が OK な時間帯をセットするよう

命じられる。  

クリースに電話をするはずだった QP は、時間にまたも寝坊

する。  

ﾐｯｼｮﾝ  Emi、 B utch にスケジュールを確認してください。  

Daisuke と CEO ジョンには電話でスケジュールを確認して

ください。  

その上で、ミーティングの為に全員がそろう日時を決めて

ください。  

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  １． （場面別）電話の英語ビデオ  -  外部リソース  

２． （場面別）電話の会話パターン  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  CEO クリースに直接電話した QP は、クリースと日程の最終

決定をする。当初はカナダに出張できると期待していたが、

ウェブ会議で行うこととなる。  

第 9 回：財務計画を説明する  

“ Cash i s king” 

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ  事業計画の数値面の責任を持つ B utc h は、一旦財務セクショ

ンに提出した数値が「もっと予算をカットするように」と

いう指示とともに戻ってきてしまい困っている。 QP と E mi

と相談し、QP は IT 部分を外注せず全て自分で、E mi がマー

ケ テ ィ ン グ を 工 夫 す る こ と で 予 算 を カ ッ ト す る こ と と し
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た。さらにカットしなければいけない分は、自らの発案で、

「自分たち 3 人も事業に出資してはどうか」と 2 人に提案

する。  

ﾐｯｼｮﾝ  事業計画の数値を見ながら、事業計画の説明と、修正した

予算について話してください。  

ﾘｿｰｽﾎﾞｯｸｽ  （場面別）財務・会計関連用語  

（文法） be going to の用法  

ﾒｲﾝｽﾄｰﾘｰ  3 人は Da isuke に修正した予算について説明する。最後に、

修正しきれなかった 10 百万円分は、自分たちで 3 .3 百万円

ずつ拠出したいと申し入れる。 Da isuke は返事を留保する。 
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付録 2. 1 対 1 評価観察用紙（教材の「独り立ち」確認用）  

対象学習者の属性 

英語の学力：TOEIC、TOEFL 

職業・職種 

業務上英語を使用するか 

英語学習の必要性・興味 

過去の英語学習履歴 

 

 

 

 

 

SCC の設計について   

カ バ ー ス ト ー リ ー で 戸 惑

うことは無かったか。 

  

ミ ッ シ ョ ン で 戸 惑 う こ と

は無かったか。 

  

リ ソ ー ス ボ ッ ク ス で 戸 惑

うことは無かったか。 

  

メ イ ン ス ト ー リ ー で 戸 惑

うことは無かったか。 

  

同 期 型 学 習 で 戸 惑 う こ と

は無かったか。 

  

全 体 的 に 使 い づ ら か っ た

点は無いか。 

  

オンライン環境について   

ユ ー ザ ー 登 録 で 戸 惑 う こ

とは無かったか。 

  

学 習 中 の 頁 選 択 な ど で 戸

惑うことは無かったか。 

  

ウ ェ ブ 会 議 シ ス テ ム で 戸

惑うことは無かったか。 
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付録 3. 1 対 1 評価アンケート用紙  
下記には評価者 3 名のコメントも記載している。  
対象学習者の属性 

A さん  

英語の学力： TOEIC、 TOEFL 

職業・職種  

業務上英語を使用するか  

想定する英語使用場面  

 

英語学習の必要性・興味  

過去の英語学習履歴  

 

TOEIC920 点 (2003 年 )、 810 点 (95 年 )  

商社勤務  

現在は使用しないが前業務ではあり。  

国際電話応対。英文契約書作成、交渉、  

e ma i l、米国出張時日常生活全般。  

今のところは無いが興味は無くも無い。  

学校教育、通信教育 (ｱﾙｸ TOEIC860 点ｺｰｽ)、  

B さん  

英語の学力： TOEIC、 TOEFL 

職業・職種  

業務上英語を使用するか  

想定する英語使用場面  

英語学習の必要性・興味  

過去の英語学習履歴  

 

TOEIC700 点 (2007 年 )  

金融機関勤務  

使用しない。  

ない。ただし海外案件が出れば必要  

非常にあり。  

学校教育のみ。  

C さん  

英語の学力： TOEIC、 TOEFL 

職業・職種  

業務上英語を使用するか  

想定する英語使用場面  

英語学習の必要性・興味  

過去の英語学習履歴  

 

米国公認会計士だが英語会話力は初級。  

教育関連会社勤務  

毎日。  

英文教材の和訳。  

非常にあり。  

米国会計以外は学校教育のみ。  

 
SCC の設計につい

て 

5 段階評価： 5 が「本教材を最もポジティブに評価」 1 が

「最もネガティブに評価。」および各協力者のコメントを

記載  

カバーストーリーは

興味をひく内容だっ

たか。  

A:4 

B:4 

C:4 

A:単語やストーリーが外資系企業にターゲットが

絞られている感あり。  

B：よい。ただ数字の話が多い気がする。  

C:ビジネスに興味のある人であれば良いが普通の

人は興味を持たないだろう。  

カバーストーリーで

戸惑うことは無かっ

A:3 

B:4 

A:キャラクターの性別が分からない。  

A:男性声優３名の声質が似ており、キャラクターの
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たか。  C:4 区別がつきにくい。  

B:画面に１枚あるとそのまま単語リストまで読ん

でしまうので、最初は単語リスト無しでリスニング

する意図通りには進まない。  

B:ページが違うほうがよい。音声スタートボタンが

どこかがわかりずらい。  

C:行間や段落に要工夫。3 段階の指示がわかりにく

い。  

カバーストーリーの

リスニングテストは

設置の意味はあった

か。  

A:5 

B:5 

C:5 

A:小さな成果の積み重ねの確認では意味があるが

やるならきちんとしたテストにして欲しい。答えが

リスニングに基づかず、常識で解けるものや紛らわ

しいものはやり終わった後に不快感があるため再

考。  

A：達成感を考えれば何度もやり直しが出来てもい

い。  

A:あるとテストの結果にとらわれるが無九手もよ

いかも。但し無いならリスニングに集中させる小技

が別途必要。例えば難しい単語やフレーズのﾘﾋﾟｰﾄ

練習とか。読むだけだと、分かったつもりで終わる

可能性がある。  

A:知識のテストかリスニングのテストか不透明な

部分あり。  

B:リスニングテストは意味あり。無いとだめ。  

C:自分が本当に理解しているかを試す手段は必要。 

カバーストーリーの

和訳は無かったが良

いか。  

A:4 

B:4 

C:3 

A:和訳はあっても無くても良い。  

B:学習者のレベルによる。  

C:和訳はあったらベター。単語リストだけでは不安

を感じる人はいるはず。  

単語リストはあって

よかったか。意味が

あったか。  

A:5 

B:5 

C:5 

A:単語リストだけでなく、音でも事前学習ができる

ともっとよいかもしれない。  

B：必要。  

C:短い単語やセンテンスの音声もあるとなお良い。 

その他カバーストー

リーの改善点。  

 A:日本語の説明部分をもう少し分かりやすくして

欲しい。何をして欲しいのかの指示が曖昧。重要部

分は強調するなど。  

A:文字の行間がもっとあったほうが良い。お金を払
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うと読む気がしない。  

A:左側に時計があるのは良い。  

ミッションは「やっ

てみたい」と思える

ものだったか。  

A:4 

B:4 

C:4 

A:日本語を短く。実務経験のの下地が必要ではない

か。  

A:ちょっと重い感じがした。すっと入り難い。一度

初級編で似たようなものをやるならよい。また学ん

だことが応用できるなら良い。マーケティングの４

P とは何か、といった初級編がいる。  

B:英語の学習の観点からやってみたほうがよいと

思ったがハードルが高いと感じた。  

C:難しそう、と感じたが、自分の英語学習の為には

必要と思えた。  

役割を与えられるこ

とは学習動機向上に

繋がったか。  

A:3 

B:5 

C:4 

A:役割を与える意味を最初に学習者へ説明をした

ほうが良い。目の前に先生がいないので突き放され

感もある。役割を与えるだけで学習者に楽しさを伝

えるのは相当難しい。  

B:ロールプレイ的な考えでありだと思う。  

C:役割を与えられることで主体的に行動できそう。 

その他、ミッション

で戸惑うことは無か

ったか。  

 ABC:特になし  

その他ミッションの

改善点。  

 A:それが動機に繋がるには 3 人のキャラのうち誰

になりたいか選べたほうが良い。あなたは Butch で

はなく、まりことして入るほうが良い。  

A:カバーストーリーがあってそれを理解したうえ

でミッションがあるのはおなか一杯過ぎる。カバー

ストーリーで 1 つ、メインで 1 つでも良い。最初に

衝撃を与えて早くてびっくりなら。  

A:カバーとメインで 2 単元のほうが良い。  

A:リピーティングとか。日本語英語ﾘﾋﾟｰﾄとか。  

B:特に無い。  

リソースボックスに

はミッションを遂行

する手助けとなる情

報があったか。  

A:5 

B:5 

C:5 

A:リソースボックスは面白い。よりストーリー内容

と連動しているほうが分かりやすい。  

B:意味はあり。学生以来久しぶりに学ぶ内容で思い

出させられる。  

C:便利。  
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リソースボックスで

外部リンクの使用は

どう思うか。  

A:3 

B:4 

C:2 

B：外部リンクを押すのは UR L 表示ではない工夫が

ほしい。  

B：飛ばしてしまいそうな感じがする。  

C:そんなに必要ではなさそうな気がした。  

リソースボックスで

戸惑うことは無かっ

たか。  

A:3 

B:3 

C:4 

A:リソースボックスの試験の存在が分かり難い。  

B:クイズが不安。 586 円＝（） yen とあって指示が

「ローマ字小文字で記入」だけだと何をすればよい

か若干不安。  

リソースボックスの

確認テストは設置の

意味があったか。  

A:4 

B:5 

C:3 

A:簡単なテストが多くあるのは意味がある。  

B:確認テストの意味はある。２分では時間が足りな

い。  

B: （）（）が２つあっても、２単語を入れることが

わかりにくい。  

B:（）（）で問うている部分の日本語には下線を引

いてほしい。  

C:確認テスト自体は絶対あったほうがよいが、正解

とフィードバックが無かった。  

その他リソースボッ

クスの改善点。  

 A:特に無し。解説のクオリティに左右される。  

B:U2-RB3 参考英文記事があるが、これをどのよう

にミッションとつながっているか、同期型につなげ

るかのガイダンスがほしい。  

C:確認テストの前段階の練習があっても良い。  

メインストーリーは

同期型プログラム前

のリハーサルとして

役に立ったか。  

A:5 

B:5 

C:5 

A:これは良かった。  

B:意味がある。無いとできない。  

C:非常に役に立つ。  

メインストーリーで

戸惑うことは無かっ

たか。  

A:4 

B:5 

A:これはないだろうと思われるストーリーが現実

的でない点があると戸惑う。現実で使う場面があり

そうなフレーズや状況が欲しい。  

B:特に無い  

C:特に無い  

メインストーリーの

確認テストは設置の

意味があったか。  

A:5 

B:5 

C:5 

A:あっても良いがテストのクオリティは高めて欲

しい。  

B：意味あり。  

B:非常にある。  

メインストーリーの A:4 A:あっても無くても。  
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和訳は必要か。  B:5 

C：3  

B:レベルしだい。  

C:あったほうが良い。  

カバーストーリー、

メインストーリーの

リスニングスピード

はどうか。  

A:5 

B:5 

C:5 

A:特に意見は無い。  

B：丁度いい。ナチュラルスピードはもっと早いが

このくらいでいい。  

C:速い。ただ自分の学習のためにはこれでよいとも

思う。  

その他メインストー

リーの改善点。  

 A:本番のリハーサルとしての意味はあった。  

B:リスニングのボタンを２度押さないと始まらな

い。  

B:最後のスクリプト画面の指示が無い。  

C:これは難しいので自分のレベルにあった教材が

あればよいと感じる。  

同期型前のまとめは

意味があったか。  

A:4 

B:5 

C:4 

B:復習とこれからはじめる同期型の準備として重

要。  

C：もう少し見やすく。  

同期型学習ではミッ

ションを遂行する内

容 と し て 満 足 し た

か。  

A:5 

B:5 

C:3 

A:よい。  

B:メインストーリーの流れと少し異なる質問のさ

れ方もあり、難しいが良い。  

C:非同期型で学習しても、話すのは結構大変という

印象。  

同期型学習のインス

トラクターの指示は

適切だったか。  

A:4 

B:4  

C:4 

A:適切。  

B:特に問題ない。  

B:良い。  

同期型学習のインス

トラクターのフィー

ドバックは適切だっ

たか。  

A:4 

B:4 

C:4 

A:今回はフィードバックは良かったが異なる教師

でも同様の結果となる質は必要。  

B:フィードバック口頭だけでなく後でメールで来

るともっと有難い。  

C:このフィードバックに基づく練習の機会がある

ともっと良い。  

その他同期型学習の

改善点。  

 ABC:特に無し。  

ストーリーを通して

興味を持てる内容だ

ったか。  

A:4 

B:5 

C:4 

A:ダイアログはそれなりに興味を持てたか。  

B：興味を持てた。  

C:ちょっと難しい。  

どのようなストーリ  A:現実的なもの。  
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ーで学習したいか。  B:実際に使うシチュエーションとよく使う会話。本

コンテンツは適用されていたと思う。  

C:ビジネスシーンであってももう少し簡単な「ｅメ

ールを打ってくれ」「この資料をＡ社に送ってくれ」

といった、ビジネスシーンの中の日常会話のコース

を先に受けてみたい。  

続けて学習してみた

いと感じたか。それ

は何故か。  

A:4 

B:5 

C:5 

A:1 日に 1 単元全部やるのは気が重い。気軽に 1 日

15 分ずつやりたいという学習者のニーズにはあっ

ていない。  

B：Yes 

C:思った。しかし 1 ユニットを 1 週間の平日 5 日間

で少しずつこなせる提案もあってよいかも。5 日や

って 2 日復習にあてるイメージもあり得る。  

今後学習を継続すれ

ば満足感・自信が得

られそうか。それは

何故か。  

A:4 

B:5 

C:5 

A: 

B:Yes 

C:よい。  

自分が今まで使用し

てきた語学学習教材

と比較してどうか。  

B:5 A:難しい。  

B:実用的でこういうことを勉強しなければいけな

いと感じた。  

C:同期型の前に練習する機会が十分ある点など、 1

ユニットの構成が良くできている。  

本教材に値段をつけ

るとして、 1 ユニッ

トにつき「非同期」

「同期」に幾らの価

値を払えるか。  

 A:2900 円。  

B:3500 円  

C:2500 円。レベルがあっていれば 3000 円。  

その他、本教材をよ

りよくする為の改善

点やアイデアがあれ

ば  

 A:内容が濃すぎる。もう少し内容が薄くて値段が安

いほうがよい。  

B:実際にビジネスをやるときはこれくらい必要な

ので、これくらいやらないといけないと感じるもの

だった。自分が日常会話してないことを実感。レベ

ルは中級と上級の間。上級の人にとっては易しいの

では。  

C:各種の確認テストの形式を TOEIC の形式に似せ

ると対象学習者の市場が広がるのでは？  
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付録 4. ストーリー設計書  
Topic  1 : The Moose musketeer s? 

 

 

<Model  Dia logue 1B> 

  

 

DAISUKE: The r ea son I  wa nted to ta lk to you guys  is  …wel l… i t s the  f ina l year  of  our  

“ 3 year  IPO Pla n” to turn us  into a  pub l ic compa ny.  We’ re supposed to IPO nex t  year.  

 

EMI:  W ha t’s  wrong? 

 

DAISUKE: Wel l,  we moved our  hea dquar ter s  from Sa i ta ma to Mina mi-Aoya ma a nd  

rented t his  r ea lly nic e  off ice .  And our  “ New Bus iness  Devel opme nt  Dept .”  sta r ted our  

pr int  promot i on bus iness .  

 

BUTCH:  Yea h, the  off ic e  is  gr ea t … but  you said we los t  cus tomers when we cha ng e d  

our  pr int  product i on to Chi na  a nd told the m i t  wa s “ ma de in J a pa n” . . .  

 

DAISUKE: …Right ,  wel l  tha t’s one r eason why I’m here .  

 

QP:  Uh Daisuke,  I  ha ve a  ques t ion.  I  we nt  to the  ba nk  a t  lunch a nd,  wel l… my sa lar y  

wa s  not  put  into my a ccount .  

 

DAISUKE: Yes ,  wel l… tha t’s  the  ot her  r ea son why I’ m here .  We’re  going through a  

ca sh f low prob le m.  You see ,  the  ba nk r efused to lend us  money.  

 

QP:  W ha t !? 

 

DAISUKE: Yea h,  the y lend you a n umbrel la  when i t ’s  sunny a nd a sk for  i t  ba ck whe n  

i t’s  ra ining.  

 

BUTCH: So,  wha t  now? … are  we f inishe d? 

 

DAISUKE: No … I’m t rying to ke ep you guys here  … but  the  ma na ge me nt  wa nts  to  

res tructure  a nd I’m not  sure  how I  ca n kee p you whe n your  r esul t s  ar e  … not  great .  

Actua l ly I  think i f  I  don’t  ma ke cutba cks ,  I ’m gonna  get  f ir ed.  
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QP:  W ha t?!  Wa it  a  minute ,  the  pr int  product i on bus iness…  tha t’s wha t’s cos t ing the  

compa ny so much.  Tha t  wa s  your  idea .  And t he  compa ny’s  imposs ib le  “ IPO Pla n”  was  

the  pres ident ’s  decis ion.  I t ’s  not  our  fa ul t .  

 

DAISUKE:  Lis ten,  I’ m gonna  give you guys  a  cha nce.  I ’ m gonna  put  you on a  ne w 

project .  I’ m gi ving you 3  months  to ma ke a  profi t .”  One of  our  c lients  wi l l  be  a  

par tner  on the  project .  

 

BUTCH: W ha t  ar e  we supposed to do? 

 

DAISUKE:  Turn a  profi t  in 3  mont hs .  

 

BUTCH: W ha t’s our  budget?  

 

DAISUKE:  3  mi l l ion,  f rom the c ompa ny.  After  you pla n your  project ,  you’ l l  ha ve t o  

convince ma na ge me nt  to a pprove i t .  I f  you nee d more mone y,  you ha ve to f ind a not her  

inves tor  to put  in the  money.  Your  sa la ry wi l l  be  pa id for  a nother  3  months  s tar t ing  

nex t  week. 

 

QP:  J eez ,  3  months  to turn a  profi t .  Are  you do ing this  so you’ l l  ha ve a n excuse to f i r e  

us  in 3 months?  

 

DAISUKE:  [Sigh]  No.  You’ l l  ha ve a  new off ice  spa ce a nd a  new na me,  a nd you’ l l  b e  

ta king ca re of  my dog,  a koa ko-poon.  Toda y i s the  f i rs t  da y of  “ The Moose Musketeer s  

Group” .  I ’ l l  a ppoint  a  group di r ector  to lea d the  project .  Al l  of  you a re  now ma na gers .  

Congra tula t ions .  

 

BUTCH: A dog? 

 

 

Ti t le  No.2 :  a  s ma l l piece  o f  a  large ca ke or  la rge piece  of  a  s ma l l ca ke 

 

Subt i t le -  Market  r esearch 

 

<Cover  s tory 2A> 
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（ M3 Tea m R oom.  QP a nd Butch ar e  in the  room.）  

 

BUTCH: Are you going home now…on this  specia l  da y? 

 

QP:  W ha t’s  so specia l  about  toda y? 

 

BUTCH:  You don' t  know wha t toda y i s? 

 

QP:  …Ah wel l ,  i t s  a  specia l  da y for  me toda y ca use I’ m gonna  go home a nd cut  my 

na il s .  

 

BUTCH: J eez ,  i t’s  my b ir thda y a nd you di dn' t  r e me mber.  

 

QP:  Oh,  i s i t ?  How old ar e  you? 

 

BUTCH: Thi r ty.  

 

QP:  Welcome to the  30 's .  I turned t hi r ty las t  month. .  I t s  a l l  ba d from here  

 

BUTCH:  (Angr i ly)  I  know! The t hree  of  us  celebra ted your  b i r thda y a nd I  pla nne d  

everything!  

 

(Door  opens  a nd E mi  comes  in. )  

 

EMI: Surpr i se! Ha ppy b ir thda y Butch!  I got  you a  li t t l e b ir thda y ca ke.  Hope you l ike  

i t ! And for  you Akoa ko,  I  got  a  l i t t l e  dog ca ke.  

 

BUTCH: Tha nks ,  wow i t’s SO HUGE.  I  love c a ke.  Let’s  ea t i t  now! 

 

EMI: Actua l ly,  I  a l so ca l led a  few of  the  gi r l s  in from nex t  door.  Hey gi r l s ! 

 

Gir l s :  Ha ppy Bir thda y Butc h!  Congra tula t ions! 

 

BUTCH:  Holy,  I ’ m gla d a l l  8… 9… 10  of  you ca me.  I  hope none of  you are  hungry!  

Hey Akoa ko … do you mi nd sha r ing some of  your  ca ke? 
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AkoAko:  …(grrr rr)  

 

QP:  Luc ky you,  Akoa ko,  You get  a l l  of  your  c a ke ' ca use  you’re  the  onl y one ea t ing i t .  

 

EMI:  Tha t’s kind of  l ike  us ,  i sn’ t  i t… 

 

BUTCH: Huh? W ha t  do you mea n? 

 

EMI:  Think of  our  project  ma rket .  The other  da y we ta lked a bout  our  pote nt ia l market .  

But  there  ar e  so ma ny compet i tor s  out  there  a nd we ha ve to sha re  our  market  wi t h  

other  compet i tor s ,  l ike  your  ca ke.  

 

BUTCH: So wha t  ar e  you sa ying? 

 

EMI:  Fir st  you think the  b ir thda y ca ke looks  a t tra ct ive .  

 

BUTCH: Beca use i t’s Big.  

 

EMI:  But  now you t hink i t’s  not  a t tra ct ive  a nd envy a koa ko.  

 

BUTCH:  Yea h beca use you invi te d so ma ny fr iends  to share my ca ke!  On the  other  

ha nd a koa ko gets  her s  a l l  to her sel f .  

 

EMI:  We should a pply this  to our  bus iness  project ;  ba s ica l ly we should go for  a  

ma rket  wi th a  la rge cus tomer  ma rket  siz e.  

 

QP:  OK. 

 

EMI: If  there’s no compet i tor  tha t’s  fa ntas t ic .  But  typica l ly a  la rge ma rket  ha s lot s  of  

compet i tor s ,  l ike  Butch’s  b ir thda y ca ke.  The n the  ma rket  is  not  a s a t tra ct ive  a s yo u  

f ir s t  think.  

 

QP:  Soooo… If  we f ind a  sma l l  market  wi th few compet i tor s  or  no compet i tor s ,  l ike  

Akoa ko’s  ca ke,  that  would be a  bet ter  opt i on.  

 

EMI:  Tha t ' s  r ight !  So we shoul d f ight  for  a  la rge piece  of  s ma l l  pie  wi th fe w 

compet i tor s .  
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BUTCH: Tha nks Akoa ko…you ta ught  us  something!  Wa i t  a  second…  why don’t  we  

do some r esearch on the  pet  ma rket .  The tota l market  s iz e  see ms la rge but  we coul d  

f ind a  sma l l but  del ic ious  ca ke wi th few compet i tor s  ins ide  i t .  Da mmit… my 

ca ke…(He drops  his  ca ke on t he  ground)  

 

AkoAko:  woof,  woof.  (Akoa ko ea ts the  ca ke)  

 

BUTCH: J eez !  Akoa ko’s  ea t ing i t… 

 

EMI:  Ha ha ,  “ f ir st  come,  f i r st  served.”  We’d better  hur ry.  Compet i t ion i s  going to be  

fa s t .  

 

BUTCH:  You’re  r ight .  Guys ,  I ' l l  do a  l i t t l e r esearch on the  pet  indus t ry this  

af ternoon. . . to ma ke up for  the  da mn ca ke.  

 

 

<Ma in Story 2B> 

  

 

BUTCH: I  checke d the  market  siz e of  the  pe t indus t ry.  Look a t thi s ,  the  siz e of  the  

indus try i s  1 .2 tr i l l ion ye n!  Tha t’s  la rge enough of  a  market  to ma ke mone y,  i sn’ t  i t ? 

 

EMI:  Ah,  1 .2  tr i l l ion i s  too la rge to a na lyze.  Do you ha ve a  brea kdown of  the  

indus try?  

 

BUTCH: Uh-huh.  “ pet  sa les”  0 .1  t r i l l ion,  “ food”  0 .2  tr i l l ion,  “ medica l” 0.4  tr i l l ion ,  

“ grooming”  0 .2  tr i l l ion,  a nd “ toys”  0 .3 t r i l l ion.  Any one of  those  segme nts  i s la rge  

enough to s ta r t  in.  

 

EMI:  Ca n we brea k this  down a  b i t  more? Like for  dogs ,  ca ts ,  rabb i ts… 

 

BUTCH:  The mos t common pets a r e dogs ,  fo l lowed by ca ts.  Also,  sma l ler  dogs  ar e  

more popular  tha n large dogs .  And pedi gree dogs  ar e  more popular  tha n mixed bree d  

dogs .  

 

EMI:  Do you ha ve a ny r esearch to ba ck this  up or  is  thi s  jus t  a n observa t ion? 
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BUTCH:  I  found a  surve y conducte d by the  Ja pa n Pet  Food Ma nufa cturers  Associa t ion ,  

more tha n 60% of  pet  owner s  in Ja pa n kee p their  pets  indoor s ,  including you,  Emi .  

 

EMI:  W hen I  wa s looking for  a  new condo,  I  found more a nd more a llowi ng s ma l l dogs .   

W ha t a bout  the  growt h potent ia l of  the  indus t ry these  da ys? 

 

BUTCH: A Ya no Research pa per  r epor ted tha t  the  Ja pa nese pet  indus try grew by 3 .3%  

from 2001  to 2002,  a nd i t  was  cont inuing to grow a t a  2 .7% ra te  in 2003.   In fa ct ,  the  

pet  indus t ry in Ja pa n ha s  shown s tea dy growt h every yea r  s ince 1991 . 

 

EMI:  Tha t 's  probab ly why I  f ind a  lot  of  pet  shops  a nd dog  ca fes  around here  thes e  

da ys .  I t ' s  eas ier  to f ind pla ces I  ca n ta ke my dog wi th tha n I  found before .  

 

BUTCH: And the  newspa per  sa ys  tha t  more a nd more Ja pa nese think of  pets  a s  a  

me mber  of  thei r  fa mi l y,  not  jus t  a ni ma ls.  You know in Ja pa n the  shi f t  to a  nuclear  

fa mi ly i s  a l so r educing the  number  of  fa mi ly  me mber s .  Ma ny ol d pe ople  ar e  l iving  

a lone a nd often ha ve pets  a s  fr iends… profess iona l  couples  ma y prefer  to ha ve pet s  

ra ther  tha n chi ldren.  Couples  tha t choose not  to ha ve chi ldren of ten ha ve pets  ins tea d .  

 

EMI:  Oka y,  so i t  ma y be tha t  owner s  tend to tr ea t  pets  as  kids .  I f  t he y l ike  des igne r  

c lothes  the y ma y dress  thei r  dogs  in des igner  c lothes .  I f  the y prefer  hea lth food the y  

are  more l ikely to do the  sa me for  thei r  dogs ,  I  guess . .  

 

BUTCH: Tha t’s  r ight . .  

 

EMI:  H mmm,  I  ha ve a n idea !  B, wha t  percent a ge of  people  buy pet  products  onl ine? 

 

BUTCH: I  don’t  f ind a n exa ct number  for  tha t .  

 

EMI:  Give me a  ba l lpark.  

 

BUTCH:  I  found a n ar t ic le  sa ying a pprox i ma tely 20% a nd this  f igure  has  been  

growing r ecent ly.  

 

EMI: And how ma ny of  those  owner s buy orga nic  foods  onl ine? 
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BUTCH: I  ha ve no c lue .  

 

EMI:  Oka y,  …guys  why don’t  we get  some food? I’ m hungry.  I ’ l l  t e l l  you my idea  in  

the  r es ta ura nt .  

  

 

Topic  no.3 :  Ma crob iot ic  Res ta ura nt 

 

Purpose:  Brains tor mi ng bus iness  idea s  

  

 

<Cover  Story 3A> 

 

QP:  Vegetar ia n food? W ha t  a m I  a  ra bb i t? 

 

EMI:  I t’s  not  a  jus t  a  vegetar ia n r es ta ura nt .  I t ’s a  Ma crob iot ic  r es ta ura nt .  

 

QP:  W ha t’s  Ma crob iot ic? 

 

EMI:  I t’s  hard to def ine ,  but  Ma crob iot ics  i s  a  new for m of  die t  t o hel p us  l ive  a  

hea l thier  l i fe .  People  ea t  ma inly gra ins  a nd ve getab les .  

 

BUTCH:  I  think I’ve  heard o f  i t .  I t’s kind of  popular  a broa d a s  wel l .  Isn’ t  i t  or igina ll y  

from Ja pa n? 

 

EMI:  Yea h,  i t’s  not  wel l  known here ,  though . Fi f ty year s  a go or  so a  Ja pa nese guy  

s tar ted i t  in the  Sta tes  by fus ing Ja pa nese food a nd Western food.  Ma ny fa mous  

celebr i t ies  love i t .  Ma donna , Tom Cruise… 

 

QP:  Rea l ly!?  

 

EMI:  I’ m now rea l ly into i t .  

 

Wai ter :  Your  order  please? 

 

EMI:  Yes ,  I ’ l l  ha ve the  vegetab le  croquet te  a nd Soymilk r i sot to.  
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QP:  I’ l l  ha ve the  sa me. 

 

BUTCH: W ha t  do you r ecomme nd? 

 

Wai ter :  I  r ecommend the  dee p- fr ied vegeta b les a nd te mpeh wi th r ice .  

 

BUTCH: Oka y,  I ’ ll  ha ve that .  

 

Wai ter :  Of cour se.  

 

QP:  So te l l  us  a bout  your  idea .  W hy did you b ring us  here? 

 

EMI:  W ha t  a bout  ta rget ing pet  food a nd pet  goods  that  ar e  “ na tura l" ,  a nd "orga nic"?  

This  market  s t i l l  see ms fr esh a nd ha s  not  been  exploi te d qui te  yet .  

 

BUTCH: But  there 'r e  ma ny products  whose sa les poi nt  i s to be  hea l th consci ous ,  ar en' t  

there?  Every product  sa ys  “ i t’s hea l thy” .  

 

QP:  So your  idea  i s ope ning a n orga nic  pet  food shop or  pet  r esta ura nt? 

 

EMI:  No, wha t  I ha ve in mind i s ope ning a  por ta l  s i te  for  the  hea l th conscious  pet  

owner? 

 

BUTCH: “ Por ta l  s i te?”  

 

EMI:  Do you ha ve a  pe n? I’ l l  wr i te i t  down on a  na pkin.  

 

 

<Ma in Story 3B> 

 

 ( st i l l  a t  the  r es ta ura nt .  Butch a nd QP are  looking a t  wha t Emi  wrote  on the  na pki n. )  

 

BUTCH: Oka y,  so this  is  wha t you ha d in mi nd? 

 

EMI:  Yea h,  a r e you hungry? Shoul d I  t e l l  you my idea  a f ter  we ea t? 

 

BUTCH: No, I  don' t  wa nt  to wa i t.  Go a hea d.  
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EMI: Oka y,  wha t ma de me think a bout  thi s idea  was…a s you know I  ha ve a  lot o f  

ma ke-up.  

 

QP:  Yea h I  ca n te l l .  Isn’ t  i t  a  b i t  much? 

 

BUTCH: Actua lly,  you look grea t  wi th or  wi thout  i t .  

 

EMI:  Tha nks  Butch,  I ’ l l  buy you dinner  tonigh t,  a nd QP, you should pic k up my che ck.  

Anywa y,  r ecent ly orga nic  cos met ics  a nd na tural  foods  ar e  boomi ng here  in Ja pa n.  

 

BUTCH:  Yea h,  more a nd more people  ar e  r ea l iz ing tha t  some cos met ics  a nd food are  

ba d for  your  hea l th.  

 

EMI: Right ,  So my idea  is ,  i f  pet  owner ’s ar e  the  sa me,  why not  do the  sa me thing wi th  

pets?  W ha t i f  we ope n up a  pet  por ta l s i te for  hea l th conscious  owner s.  

 

QP:  H mmm,  ma kes  sense .  How about  ope ning a  r ea l  shop t ha t’s  combi ne d wi th a n  

onl ine  por ta l?  

 

EMI:  We could try tha t,  but  ma ybe la ter.  I th ink i t 's  too cos t ly to do a  r ea l shop for  

now. 

 

BUTCH: Wa i t  wa i t ,  i sn’ t  tha t  l ike  c ompar ing  a pples  to ora nges? You know,  pets  ar e  

pets .  W ha t  a ffects  people  doesn' t  necessar i ly a ffect  pets.  

 

QP:  No,  I  l ike  E mi ' s  idea .  Don' t  be  so conservat ive .  Let’s  see  i f  the  market  E mi  found  

has  pote nt ia l ,  f ir s t .  

 

BUTCH:  Oka y,  i s  your  market  large or  sma l l?   W ha t’s  the  tota l  s iz e  of  t he  targe t  

ma rket?  

 

EMI:  Like you sa id the  s iz e  of  the  pet  indus t ry i s 1 .2  tr i l l ion.  And you sa id 20% buy  

onl ine  but  you don’t  know how muc h sa les a r e  orga nic  products .  Right?  

 

BUTCH: yea h, 
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EMI:  1 .2 t i mes  20%? 

 

BUTCH: 240  b i l l ion.  

 

EMI: And le t’s sa y 10% of  owner s ar e  heal th conscious  a bout  pet  products .  W hat’s  

10% of  240  b i l l ion.  

 

BUTCH: 24  bi l l ion ye n.  

 

EMI: Right ,  i f we get only 1% of  the  market  share in the  f ir s t  year,  we wi l l  s t i l l  ear n  

240 mi l l ion ye n.  Tha t’s not  too ba d. 

 

BUTCH: Are there  a ny compet i tor s? 

 

EMI:  There  ar e  ma ny in the  overa ll  market ,  but  cons umers  wa nt  one s top shopping. 

 

BUTCH: W ha t  ar e  the  pros  a nd cons? 

 

EMI: One of  the  bigges t a dva nta ges  i s tha t we  ca n mini miz e our  s ta r t -up cos t beca use  

i t’s  a n onl i ne  bus iness .  Plus  there’r e  fewer compet i t or s onl i ne .  

 

BUTCH: wha t  about  the  cons? 

 

EMI:  we la ck market  exper ience.  

 

QP: But  the  pos i t ion of  thi s  bus iness  is  more l ike  a n onl ine  bus iness  tha n a  pe t  

bus iness,  i sn’ t  i t ? I  think I  coul d use  the  expe rience from my previ ous  job .  Alr ight  E,  

le t’s  do i t .  

 

EMI:  W ha t a bout  you,  Butch? 

 

BUTCH:  Count  me in.  I  s t i l l  think we ought  to pla n our  st ra tegy in deta i l  before  we  

see  Da isuke a ga in.  But  I’ m beginning to thi nk  i t  ma y work out .… 

 

QP:  Oka y then,  le t’s toa s t our  new project !  

 

EMI: And Butch’s  b ir thda y!  
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BEQ:  Cheer s ! 

 

(QP whisper s to Butch)  

 

QP:  Hey Butch,  you wa nna go to the  ra men shop la ter ?  The food here  doesn’t  r ea l ly do  

the  tr ick for  me.  

 

BUTCH: For  sure .  

 

  

NO.4  The e leva tor  test -  expla ining your  project  on a  shor t  e leva tor  r ide  between  

f loor s 

 

Purpose -  SW OT a nd pos i t ioni ng a  bus iness  

 

 

<Cover  s tory 4A> 

 

 

( It s  10  a .m.  QP ha s jus t  ar r ived in the  l obby.  He meets  up wi th Da isuke in front  of  the  

e leva tor.)  

 

QP:  Morning. 

 

DAISUKE: Good morni ng.  I ' m surpr i sed to see  you t his  ear ly in the  morning 

 

QP:  …Uh yea h… I 've  got  work to do… Actual ly,  I  wa nted t o ta lk to  you a bout  our  

project .  We'r e  a l mos t  f ini she d our  … uh … pla nning.  

 

(E leva tor  door  opens . )  

 

DAISUKE: I’ m l i s tening.  Get in.  

 

QP:  Wel l,  a h…we ha ve been r esearchi ng t he  pet  i ndus t ry a nd we found some  

inter es t ing t r ends .  You know,  more people  ha ve pets  now a nd the  pet  indus t ry i s  

growing a nd a h,  a ccording a  r esearch pa per  we found,  the  ma rket  s iz e  i s  1.2  tr i l l ion.  
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And pe ople  ar e  a l so hea l th conscious  these  da ys .  We think these  pe ople  ar e…wel l,  

woul d a l so care  about  thei r  pets ’ hea l th….a nd….(he ra mbles  on senseless ly.  )  

 

DAISUKE: So? 

 

QP:  So we ca me up wi th a n idea for  pet  owner s,  which i s  … 

 

(E leva tor  r ea ches  the  15 th f loor  a nd the  door  ope ns .)  

 

DAISUKE:  Oh,  we ' r e  here.  I  ha ve t o go,  QP,  I  s ti l l  don' t  under s ta nd wha t  you guys  ar e  

doi ng.  Ha ve you heard of  a n e le va tor  pi tch,  QP? You ha ve to get  your  poi nt  a cross  to  

your  a udie nce in 15  seconds .  Unfor tuna te ly,  I  a m your  a udie nce a nd I  s t i l l  ha ve no  

idea wha t you' r e ta lking a bout  or  wha t you wa nt you wa nt to te l l  me.  Good luc k wi t h  

your  project  though.  

 

QP:  Uhhh yea h.  Tha nks… 

 

( In the  room)  

QP:  Hey guys ,  I  tr ied to te l l  Daisuke a bout  our  pla n,  but  he  tol d me to expla in our  

project  in 15  seconds  in the  e le va tor.  I  kind of  messed up. 

 

BUTCH:  You fa iled the  “ eleva tor  pi tch"  You’ re  supposed to expla in your  presenta t i on  

or  idea  in 15 seconds  to ca pture the  a udie nce ' s a t tent ion,  sa y,  dur ing a n e leva tor  r ide .  

Scr ipt  wr i ter s do e le va tor  pi tches  to producer s ent r epreneur s  do i t  to inves t or s  

 

QP:  Rea l ly,  tha t  wa s tough! 

 

EMI:  Tha t ' s  gr ea t  QP. you mi ght  ha ve complet e ly los t  the  project  for  us  now.  W hy di d  

you eve n try to se l l  somethi ng t ha t you don' t  under s ta nd? 

 

QP:  Sorry I  c oul dn' t  do i t .  But  we shoul d a l l  l earn to expla in our  project  proper ly.  We 

need to expla in wha t  we wa nt  to do to ma na gement  a nywa y,  r ight?  

 

 

<Ma in Story 4B> 
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In Da isuke’s  room QP tr ies to expla in their  bus iness a ga in.  

 

 

DAISUKE:  W ha t 's  your  idea ? 

 

QP:  Our project  idea  is  a  por ta l s ite  offer ing natura l foods  a nd products  for  pet  owner s  

who are  concerne d a bout  thei r  pets ’ hea l th.  Unl ike  other  onl ine  pet  s i tes,  we offer  one  

s top shopping.  And unl ike  other  one s top por ta l s i te such a s Ba kute n a nd  Wa hoo,  we  

di ffer ent ia te  products  by breed.  

 

DAISUKE:  H mmm…sounds  inter es t ing.  So t he  ta rget  cus tomer  i s  hea lth c onsci ous  pet  

owner s,  a nd pet  owner s  who purcha se  onl ine .  

 

QP:  Exa ct ly.  

 

DAISUKE: Now,  I  don' t  ha ve a  pet .  So te l l  me,  W ha t  things  do pe ople  buy for  pets  

onl ine? 

 

QP:  We don’t  ha ve a l l  the  data ,  but  l ike  other  onl ine  products ,  younger  pe ople  te nd t o  

buy s tuff  onl ine  a nd the  t r end i s  growing a nd a  lot  of  young fa mi l ies  own pets .  

 

DAISUKE: Ha ve you done a ny ma rket  r esea rch? 

 

QP:  The ma rket  s iz e  i s 1 .2 t r i l l ion ye n. And the  ma rket i s growing a t a bout  3%  

a nnua l ly.  

 

DAISUKE: The ma rket  see ms la rge,  which i s  good.  But  i t’s too large for  you guys  to  

ta ckle .  And 3% growth ra te  i s  not  r eal ly a t t ra ct ive .  But  there  mus t  be  some segme nts  

wi th a  high market  potent ia l in there .  How ha ve you segmente d the  ma rket?  

 

QP:  We segmente d the  pet  indus t ry into o ff l i ne/onl ine  a nd hea l th conscious  or  not .  We 

es t ima te  tha t  20% buy onl ine  a nd 10% of  owner s  ar e  hea l th consci ous  pet  on Ssumers .  

So the  s iz e  of  our  ta rget  segme nt  i s  around 24  b i l l ion ye n. 

 

DAISUKE:  W ha t  about  the  growth? 

 

QP:  Both segments ,  hea l th conscious  a nd onl i ne  shoppi ng,  ar e  growing by around 15%  
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or  so.  This  f igure i s 5 t imes  larger  tha n the  a vera ge growt h ra te  of  3% for  the  indus tr y  

overal l  .  

 

DAISUKE:  W ho a re your  compet i tor s? 

 

QP:  Wel l,  we see  our  b igges t  compet i tor s a s being por ta l si tes such a s Ba kute n pets or  

Wa hoo pets? 

 

DAISUKE: Are you sure  you ca n beat  gia nts l ike  Ba kute n or  Wa hoo pets? 

 

QP:  No, we obvious ly ca n’t compete  wi th the m.  We’re  going to compete  a longs ide  

the m.  As  you know,  in r ea l  l i fe ,  we somet i mes  shop a t  large shopping ma l ls  a nd  

somet i mes  go to bout iques .  

 

DAISUKE: Let  me google  the  keywords  “ por ta l”  a nd “ pet”…[PAUSE] Look a t thi s . . .  I  

found 4 or  5  pet  por ta l  s i tes .  Aren’t you guys  too la te?  

 

QP:  Tha t’s why we pos i t ione d our s  as  a  por ta l s i te for  hea l th conscious  owner s .  And  

a nother  di ffer ence i s ,  we offer  products  by breed. 

 

DAISUKE: But  wha t’s the  va lue a dd to consumers? 

 

QP:  Wel l ,  a lmos t  a l l  por ta l  s i tes  offer s  products  by type;  such a s  food,  dog c lot hes ,  

toys ,  carry ba gs…but  wha t  owner  r ea l ly wa nt  to know is  “ wha t  do ot her  owner s  tha t  

na ve my breed of  dog,  buy?” .  For  exa mple ,  good toys  for  I ta l ia n Greyhounds  &  

W hippets ; dogs  tha t ar e  very a ct ive  a nd love  runni ng or  c lothes  for  Ma l tese; a  do g  

that ' s  quie t  a nd tha t  owner s  wa nt  to show off .  

 

DAISUKE: Oka y.  I  under s ta nd the  c once pt .  Now where  wi l l  you market  your  s i te? 

 

QP:  Wel l…. tha t’s  s ti l l  under  r eview.  

 

 

No.5 :  

 

Purpose:  Market ing,  Devel opi ng Bra nd Rec ogni t ion 
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<cover  s tory 5A> 

 

QP r e turns  from his  me et ing wi t h Daisuke a nd  ta lks  wi th Butc h a nd E mi .  

 

 

QP:  Jeez ,  I couldn’t a nswer  when he aske d “ Where wi l l  you ma rket  your  s i te?”  I  mea n,  

nobody knows about  our  si te  or  our  na me.  W hat  should we do? 

 

BUTCH:  Yea h… I f igured people  would j us t  vi si t  the  s i te a nd we 'd ma ke money.  

 

EMI:  Relax  guys .  I  r ea d a n ar t ic le  about  a  ma rket ing the ory cal led AISAS tha t  

descr ibes  how to cr ea te  a n onl ine  ma rket ing s tra tegy. 

 

 

<Ma in Story 5B> 

 

QP:  So.  How do we ca pture  our  user s At tent ion? I  think a  combi na tion of  TV a ds ,  

tra in a ds ,  f l i er s… 

 

BUTCH: Tha t’s  not  r ea lly pra ctica l 

 

EMI: Our  target  cus tomers ar e  hea l th conscious  people  who shop onl ine .   We shoul d  

a dvert i se  where  they tend to ga ther.  

 

QP:  Such a s? 

 

EMI:  Suppose we dis tr ibute  f l ier s a t  dog shows or  a t dog-parks  in b ig c i t ies put t ing  

a dvert i se me nts  in pet  ma gaz ines  or  hea l th-care  ma gaz ines ,  a nd us i ng onl ine  a ds .  

 

QP: Alr ight ,  wha t  a bout  cr ea t ing “ Inter es t” .  How are  we gonna  get  cus t omers  

a t tent ion a nd get  the m inter es ted in our  s i te?  

 

BUTCH:  Yea h,  r ight .  I usua l ly forget  wha t  TV commercia l  I sa w 5  seconds  ear l ier.  

Jus t  get t ing thei r  a t tent ion i s  not  enough. 

 

QP:  W ha t  about  us ing a  fa mous  a ctr ess? I ' d never  forget  a  commercia l wi th Angel ina  

Jol ie 
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BUTCH: Tha t  woul d be poss ib le i f  we ha d money,  but  we don’t .  

 

QP:  Come on,  don’t  be  such a  chea p ska te .  

 

EMI:  W hy don’t we use  a  few popular  ke ywords tha t hea l th conscious  pe ople  look for  

in thei r  sea rches  onl ine? Li ke “ ma crob iot ics”  or  ” orga nic”  to get  thei r  inter est .  

 

QP:  W ha t a bout  the  “ Sea rch”  pa rt?  How wi l l  they search for  us  on the  net?   In my 

experience,  cr ea ting a  fr iendly user  inter fa ce  i s  one thi ng.  F or  exa mple  t he  “ cus tomer  

who bought  thi s a l so bought  XYZ” but ton a nd  “ cus tomer  comme nts”  should be  on our  

s ite  so they ca n sur f  through our  s i te .  

 

EMI:  Good idea .  We could a l so a t ta ch a  secret  pa ssword on f l ier s .  

 

QP:  W ha t do you mea n? 

 

EMI:  You know pe ople  us ua lly throw f l ier s int o the  garba ge a nd forget  a bout  i t ,  but  i f  

they log in us i ng a  password a nd ha ve a  cha nce to get  a  discount ,  the y mi ght  ta ke i t  

home.  

 

QP:  The nex t  pa r t i s  “ Act ion” .  How do we ge t  the m to buy from our  s i te?  W ha t’s the  

hook? 

 

EMI:  The s i mples t  wa y i s us ing a  “ BUY”  but t on tha t 's  ea sy to f ind.  We could provi de  

coupons .  Plus  “ Free  Shipping” could be  a  good hook.  

 

QP: As  a n IT guy,  I  ca n ta ke care  of  tha t .  W ha t about  shops  inter es ted in se ll ing thei r  

products  via  our  por ta l  s ite?  

 

EMI:  Tha t’s a l so si mple .  We' ll  di spla y our  ca l l  center  phone numb er a nd a  “ Reques t  

Infor ma tion” but ton on the  s i te .  

 

QP:  Fina lly,  the ,  “ Share”  sect ion.  How c a n we sha re  our  curr ent  c us tomers’ 

experience wi t h pote nt ia l cus tomers  a nd crea te  word-of- mouth.  

 

EMI:  W ha t a bout  f inding a  few char i s ma tic  b reeder s that  br eed speci f ic  kinds  of  pets  
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a nd ha ving the m pa rt ic ipa te  in our  s i te  a s opinion lea der s? 

 

BUTCH: W ha t  do you mea n? 

 

EMI:  If  br eeder s  l ike  our  services  they' r e  go ing to s prea d our  infor ma t ion t o othe r  

owner s.  

 

QP:  We could a l so cr ea te  a  communi ty s i te  by breed a nd le t  the m s hare  thei r  pets’ 

pic tures  a nd vi deos  onl ine .  

 

 

 

Topic  No.6 

 

Ma na ge ment  Tea m  

 

<Cover  s tory 6A> 

 

 

(D ta kes  the  3  me mber s of  Moose to a  hor se  r ace)  

 

 

 

QP:  Da mmit !  I  los t  a ga in.  W hy di d Kiss  Me Kiss Me slow down a t the  f ini s h.  I  ca n’t  

believe the  jocke y los t  wi th such a  grea t hor se .  

 

DAISUKE: I  bet on the  dark hor se!  I  won 10 thousa nd ye n!  

 

BUTCH: J eez ,  you’ve won three  t i mes  in a  row now.  You wa nna  give me some t ips? 

 

DAISUKE: You guys  pa y too muc h a t tent ion  to the  hor se .  I  bet  on a n exper ience d  

jocke y a nd not  jus t  the  hor se .  

 

QP:  I  usua lly jus t  look a t  the  hor se ' s na me.  

 

DAISUKE: You guys  need to look a t  both.  Eve n i f  the  hor se  is  gr ea t he  won’t  win i f  he  

has  a  rookie  r iding hi m a nd vice  ver sa .  Tha t ' s  pa r t  of  the  r eason why I  b rought  yo u  
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guys  here .  

 

EMI:  W ha t do you mea n? 

 

DAISUKE: A bus iness  pla n i s  l ike  a  hor se .  I t’s the  founda t ion for  your  bus iness .  But  

who exec utes  the  bus iness  pla n? 

 

EMI:  Ma na ge ment  

 

DAISUKE: Right ,  And the  ma na ge me nt  tea m is l ike a  jocke y.  I’ m beginni ng to think  

your  bus iness  pla n ma y be feas ib le i f  you ha ve a  good ma na ger.  

 

EMI:  You mea n,  you wa nt  to put  someone e l se  in to ma na ge this project?  I t’s  the  three  

of  us ,  i sn’ t  i t ? 

 

DAISUKE: I  don’t  see  you guys  share r espons ib il i t i es.  We need to deter mine who’s  

gonna  do wha t in the  tea m.  W ha t  do you t hink? 

 

QP:  Wel l….  We' r e pret ty disorga niz ed. 

 

DAISUKE: Let ’s  ta lk a bout  who’s  good a t what ,  a nd who’ l l  be r espons ib le  for  wha t.  

 

 

<ma in s tory 6B> 

 

DAISUKE: OK guys ,  I  wa nt  to f ind out  wha t  you a re  l ike .  QP.  Tel l  me a bout  how you  

see  your sel f?  W ha t  ar e  your  s trong points?  

 

QP:  Well ,  I  think I’ m pos i t ive ,  ca l m,  a nd a  good lea der.  My wea k poi nt  i s…I’ m not  

sure.  

 

EMI:  I’ ll  t e l l  you.  QP tr ies  to ma ke the  work envi ronme nt  l ight  wi th his  jokes ,  whic h  

i s good,  but  mos t  o f  his  jokes  a r e  not  funny.  And he spea ks  his  mi nd,  which i s  good,  

but  he  never  ta kes  a ct ion on his  idea s .  

 

QP:  ( sar ca s t ica l ly)  Tha nk you.  
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DAISUKE: On the  bus iness  s ide  wha t  ar e  you good a t? 

 

QP:  On the  bus iness  s ide ,  I’ve  dea l t  wi th IT a nd progra mming.  I  tr y to kee p up wi t h  

the  newes t  t r ends  in progra mmi ng la ngua ges  a nd des i gns  

 

BUTCH:  Yea h,  he’s  a ctua l ly grea t !  I ’ve  a lwa ys  wa nted to watch t he  ol d Ja pa nese  

a nime “ Sa kura-cha n”.  Yes terda y He downloa ded i t  for  me beca use I  couldn’t  f ind i t .  

He’s  r ea l ly grea t  a t  f indi ng s tu ff  f rom wei rd geek s i tes…oops .  

 

QP: Hey are  you guys  ta lking a bout  my good poi nts or  ar e you trying to get  me f ir ed?  

 

DAISUKE: I  believe you tend to work a t your  own pa ce,  which i s  somet i mes  good a nd  

a t other  t i mes  ba d.  One thing you nee d to work on i s showi ng up on t i me.  I  feel  you  

need to pa y more a t tent ion to t i me ma na ge me nt .  OK,  E mi ,  te ll  me about  your sel f? 

 

EMI:  I  guess  I’ m good a t  market ing a nd sales  a s  you know.  I  l ike  ta lking wi th peopl e  

a nd I  enjoy bra ins tor ming on how t o market  things .  

 

BUTCH: She ' s a n idea s per son.   I t’s  her  who ca me up wi th the  idea  of  a  por ta l si te  

for  heal th-consci ous  pet  owner s .  

 

DAISUKE:  W ha t  ar e  her  wea k poi nts? 

 

QP:  Uh,  she spends  a t  l ea s t  30 mi nutes  on her  ma keup before  goi ng a nywhere  in or  ou t  

of  the  o ff ice .  I t  gets  kind of  a nnoying.  

 

EMI:  You don’t  under s ta nd how i mpor ta nt  a ppeara nce i s whe n you sel l  to c l ients .  

 

BUTCH: And she tends  to be  a  l i t t l e  i mpa t ient ,  especia l ly wi th QP' s jokes  

 

EMI:  Hey I  get  a  lot  done,  i t’s ca l led mul t i - ta sking.  

 

DAISUKE: Oka y,  your  turn,  Butch.  

 

BUTCH: I  would sa y I’ m good at  number s a nd I  think I ' m pret ty logica l .  

 

EMI:  I  a dmi t  he’s  r ea lly sha rp when ta lking  a bout  number s .  Toda y he wa s  grea t  a t  
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hor se  ra cing a mong the  three  of  us ,  but  somet i mes  he i s  s tubborn.  

 

DAISUKE:  I  think you should t ry to b roa den your  per spect ive  beca use somet i mes  you  

tend t o be  nar row-mi nded.  Oka y now le t  me te l l  you about  t he  ma na ge me nt  tea m.  I n  

genera l you nee d a t l ea s t  four  people  to ma ke a  compa ny work;  a  CEO, CFO,  CMO,  

a nd a  CTO. 

 

EMI:  W ha t do those  s ta nd for? 

 

DAISUKE:  Chief  Execut ive  Officer,  Chief  Fina ncia l  Off icer,  Chief  Market ing  

Officer…. .  a nd Chief  tec hnology off icer.  

 

EMI:  So wha t ' s  your  pla n? 

 

DAISUKE: E mi ,  you woul d be bes t  sui ted fo r  CMO. Butch,  you should be CFO a nd  

QP, 

 

QP:  CEO,  r ight?  

 

DAISUKE: To be a  CEO you need more exper ience a nd lea der ship ski l l s.  Since you’ re  

good a t  IT I’m put t ing you in a s CTO. 

 

QP:  Oh,  then who’s goi ng t o be the  CEO? 

 

DAISUKE: Ha ve you guys  ever  heard the  na me Pa mela  Mar t in?  

 

QP:  I’ve  ne ver  heard of  her.  W ho i s  she? 

 

EMI:  Yea h,  I’ve  r ea d a bout  her  in a n ar t ic le .  She see ms pret ty upt ight  But  I ’m not  sure  

of  much else .  

 

BUTCH:  I  hea rd a  rumor  she jus t  l ef t  Yotsub ishi  Compa ny…W hy do you a sk,  

Daisuke?   

 

DAISUKE: Beca use I' m br inging her  on a s your  CEO. 

 

BEQ:  W ha t !?  Huh? 
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No.  7 a . m.  PM 

 

Int roducing your sel f 

 

  

<Cover  Story 7A> 

  

 

DAISUKE:  …Q,  Butch,  E mi .  I ’d l ike  t o int roduce you t o Ms.  Ma rt in,  the  new project  

ma na ger  a t  Moose.  

 

PAM: Hello.  I ’ m Pa mela  Mar t in.  Plea se  ca l l  me Pa m.  

 

QP:  Uh… Hi .  I’ m QP ma na ger.  Err… my na me’s IT… I mea n,  ma na ger.  Ahe m… I’ m 

the  IT of  the  ma na ge me nt  tea m.  Uh… Nice to meet  you.  

 

BUTCH: W ha t  he  mea ns  is ,  he’s  the  ma na ger  of  the  IT tea m -  his na me i s  QP. 

 

EMI: Oh don’t  worry about  hi m.  He’s a lwa ys  nervous  when he f i rs t  meets  people  he  

does n’t  l ike .  I ’m E mi ,  i t’s a  pleasure  to meet  you.  I  work wi th QP a nd Butc h here .  

 

QP:  … I  a m not  nervous .  My words  jus t  didn’t come out  r ight .  

 

BUTCH: How do you do.  I ’m Na tha n Butcher.  My fr iends  ca l l  me “ Butc h”.  I  look a f ter  

the  mone y -  a nd Q ,  when he misbeha ves .  I look forward to working wi th you. 

 

QP:  Ha h ha h ha h… very funny.  [ to Pa m]  I  a m a lso looking forward to working wi t h  

you,  Pa m.  How long were  you ma na ging things a t  Yotsub ishi?  

 

PAM: For  about  5  year s.  I  pr evi ous ly worke d as  a n IT Project  Ma na ger  before  movi ng  

into f ina nce.  And wha t  about  a l l  of  you? I  under s ta nd tha t  thi s project  ha s not  done  

wel l .  I ’d l ike  to meet  wi th a l l  of  you this  a f ternoon so you ca n br ief  me.  

 

BUTCH: Of cour se .  I’ l l  put  together  r evenue/  loss s ta te ments  for  the  pa st  quar ter  a nd  
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projected r evenue for  nex t  qua rter.  

 

EMI: And I’ l l  pr esent  a  l is t  of  c l ients  a nd lea ds  for  the  project .  Would you l ike  

infor ma t ion on cus tomers  we’re  target ing? 

 

PAM: Yes.  W ha tever  you think wi l l  help us  pl a n a nd orga niz e  this  project  bet ter.  

  

[Pa m wa lks  out  wi th Da isuke]  

  

EMI:  I  see  she won’t  ma ke l i fe  ea sy.  

 

 

<Ma in Story 7B> 

 

  

 

(Knock,  Knoc k) 

PAM: Come in. . .s i t  down. 

 

EMI:  Oka y. 

 

PAM: I  under s ta nd you'r e  r espons ib le  for  ma rket ing on your  tea m,  r ight .  

 

EMI:  Yes .  

 

PAM: Are you ha ppy wi th i t?  

 

EMI:  Yes .  Market ing i s  exa ct ly wha t  I  wa nt  to  do.  

 

PAM: Good! W ha t  did you do before  comi ng t o Biz  Dev? 

 

EMI:  Before tha t I  did r esearch on new orga nic  food bus inesses .  Da isuke wa s  

respons ib le for  the  project .  Ba sed on my r esearch,  I  sugges te d tha t  Ja pa nese  

cons umers  ha ve a  tende ncy t o buy onl y " ma de in Ja pa n"  but  he  wa nted t o ma ximiz e  

reve nue by i mpor t ing non-Ja pa nese products .  

 

PAM: And tha t ruined our  r eputa tion beca use the  ta gl ine  sa id " ma de in Ja pa n"  eve n  
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though some of  i t  wa s  a ctua l ly ma de in ot her  par t s of  As ia .  

 

EMI:  Exa ct ly,  the  media  ca l l  i t  the  "Lying Moose Ca se" .  

 

PAM: Now le t ' s  see . . . I ha ve your  r esume here . . .you ha ve n' t  been in a  market in g  

pos i t ion before ,  ha ve you? 

 

EMI:  Wel l ,  no I  ha ven' t .  But  I ' ve  ha d a  lot  of  e xperience in Sa les  before  movi ng t o Biz  

Dev.  You know,  sa les  i s s i mi la r  to market ing,  in a  wa y.  

 

PAM: I . . . think the y' r e qui te  di ffer ent .  

 

EMI:  I  mea n in the  sense  tha t  both ma rketer s  a nd sales  people  c ons ider  cus tomers '  

wa nts  a nd needs .  And before  Moose,  I  wa s a t  Lish doi ng ma rket ing r esearch.  

 

PAM: Oh,  how ma ny year s  a go wa s tha t? Let ' s  see . . .  

 

EMI:  In. . .2003,  so four  year s  a go.  

 

PAM: I  under s ta nd.  Wa s  it  a  computer-based r esearch pos i t ion? 

 

EMI:  Oh no,  I  spent  mos t  of  my t i me in the  f ie ld.  I  wa s  r espons ib le  for  cos met ic  

indus try t r ends .  I  a l so pub l i shed monthl y wr ite-ups  a nd s ta t i s t ics  for  c l ients .  

 

PAM: W hy did you lea ve Lish? 

 

EMI:  Beca use I ' ve  a lwa ys  wa nted to do ma rket ing,  not  jus t  r esearch.  W hen I  ha d a n  

interview wi th Moose,  the  interviewer  wa s Daisuke.  I  wa s  a sked to pla n a  market ing  

s tra tegy for  new a nt i -a ging food a nd cos met ics.  But  for  some r ea son he put  me i n  

Sa les.  

 

PAM: I  heard you per for med wel l  there ,  but  Da isuke i s  worr ied beca use you were  

underper for ming pr ior  to thi s project?  W hy i s  tha t? 

 

EMI: In 2004 I got  the  "No.1 sa les  a ward"  a nd wa s promote d.  I ha d three  people  

working under  me.  I f  I  ha d known how to ma na ge people  bet ter,  then i t  mi ght  not  ha ve  

turned out  out  the  wa y i t  did.  
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PAM: W hy do you sa y tha t? 

 

EMI: Wel l. . . I tr ied to be fr iendly wi th the m,  s o I  took the m dr inking a nd socia l iz ing,  

you know. 

 

PAM: You used a  Ja pa nese s tyle  of  ma na ging people .  

 

EMI:  Yea h,  beca use a l l  of  my s ta ff  were Ja pa nese.  

 

PAM: How ofte n did you ta ke the m out? 

 

EMI:  Twice a  week.  

 

PAM: Rea l ly?  Tha t ' s  a  b i t  much,  i sn’ t  i t ? 

 

EMI:  You t hink so?. . . I  guess  you' r e  r ight .  I  didn' t  not ice  but  i t  see ms t hese  da ys  

younger  Ja pa nese me n r ea l ly don' t  l ike  dr inki ng wi th c ol lea gues .  

 

PAM: I  see .  

 

EMI:  The y a lso sa id I  cha nge qui te  a  b it  when I  dr ink.  I guess  I become kind of  

prea chy a nd pushy whe n I  dr ink.  2  of  the m qui t beca use of  i t .  

 

PAM: I  see . . . i f  thi s  new project  i s  success ful  you' r e  going to  be  ma na ging pe ople  a s  

the  CMO. Are you comfor ta ble  wi th tha t? 

 

EMI:  Sure .  Now I  under s ta nd how a  ma na ger ' s  job  di ffer s  from a n e mpl oyee ' s a nd I ' ve  

learne d wha t  a  ma na ger  should do.  

 

PAM: And I  see  here  tha t  you gra dua ted from Hongo Uni ver s ity s ix  year s  a go.  W ha t  

did you s tudy? 

 

EMI:  I  s tudie d ma rket ing.  I ' ve  been wa nt ing t o work in ma rket ing e ver  s ince. . .  

 

PAM: I  hope you ca n do wha t  you are  inter es ted in wi th t hi s  pos i t ion.  I  wa nted t o  

ma ke sure  you a re  the  r ight  per son to do this  project .  Da isuke sa id the  project  i t sel f  
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sounds  promis i ng a nd now he needs  to ma ke s ure  i t  wi l l  be  success ful .  

 

EMI:  I t ' s  jus t the  three  of  us ,  r ight? 

 

PAM: Tha t ' s  not  been decide d yet .  You ca n a lwa ys  be  tra nsferr ed to a  di ffer en t  

pos i t ion.  You' r e  young.  You ha ve to kee p your  opt ions  ope n. 

 

EMI:  I 'm not  young.  I ' m 28 . 

 

PAM: No kidding? I ' m the  sa me a ge a s you!  Lis ten,  I’ m a fra id I  ha ve to go now.  I  ha ve  

a  board meet i ng in a  few minutes .  Tha nks  E mi.  I  wi l l  ta lk to you a ga in la ter.  

 

EMI:  Tha nk you. 

(Emi  wa lks  to the  door  ( sound)  Door opens  a nd c loses  ( sound) )  

 

EMI:  I  a m not  going to l ike  her.  

 

 

No.8  Ma king a n a ppoint ment  

 

Telephone a nd e ma i l 

 

<Cover  s tory 8A> 

 

 

(QP r eceives  a n e ma i l  from Pa m) 

 

PAM: Good morni ng.  You' r e la te .  Would you do me a  fa vor? 

 

QP:  W ha t i s i t ? 

 

PAM: I  ta lked wi t h Daisuke a nd Mr.Klees ,  the  CEO of  Moose Inc ,  ea r ly thi s the  

morni ng on the  phone.  He was  a t the  Montrea l  hea d off ice  a nd we ha d a  long  

discuss ion unt i l  4a m this  morning.  There ' s  good news  a nd ba d news .  W hich do yo u  

wa nt  to hea r  f i rs t? 

 

QP:  uhhh . . . the  ba d ne ws? 
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PAM: They sa id you guys  ha ve to be  in the  b la ck wi thin t hree  year s no ma t ter  wha t .  

You nee d to r edo your  f ina ncia l  project ions  fo r  the  new budget .  And the  r epor t  is  due  

this  Fr ida y.  

 

QP:  Oka y.  I ' l l  l e t  Butch know.  

 

PAM: Also we need t o f ina l iz e  who wi l l  be in wha t pos i t ion.  

 

QP:  Oka y.  W ha t ' s  the  good ne ws? 

 

PAM: The inves t ment  commit tee  meet ing da te  for  the  project  ha s been set .  You guys  

are  goi ng to present  to the  boa rd of  di r ector s for  f inal  a pprova l for  the  project .  

 

QP:  Wow that ' s  gr ea t !  Tha nk you!  

 

PAM: And cha nces  ar e  tha t we might  be  going to Montrea l  for  a  meet ing wi th the m 

soon.  

 

QP:  Terr i f ic!   

 

PAM: So would you do me a  fa vor? 

 

QP:  Sure wha t  do you need? 

 

PAM: They sa id the y' l l  be  a va i la b le  from t he 17 th to the  e nd of  nex t  mont h.  So coul d  

you confi r m B utch a nd E mi’s  schedule  a long wi th Mr.  Klees ASAP.  I ' m a va i la ble  

a nyt i me from the 17 th to the  30 th.  I  nee d to s tep out  for  a  b i t .  

 

QP:  No prob le m.  Woul d i t  be  a lr ight  i f  I  ca l led Daisuke mysel f?  

 

PAM: I ' m not  sure  he ' s a va i lab le .  You’d better  ca l l  hi s  secreta ry f ir s t  a nd f ind out  his  

schedule .  

 

QP:  Oka y.  Oh a nd wha t  about  Mr.Klees?  Should I  ca l l  hi s secretary a s  wel l?  

 

PAM: Actua l ly you ca n ca l l  hi m di r ect .  He' s  in Montrea l a l l  week.  But r eme mber,  



76 

there’s  a  14  hour  t i me di ff er ence between here  a nd Montreal .  Ma ke sure  to ca l l  hi m i n  

the  ea r ly a f ternoon.  He’s  not  a  morning per son,  so check the  t i me f i rs t .  

 

QP:  Wil l  do.  

 

PAM: And Could you do me one more fa vor?  

 

QP:  Sure.  

 

PAM: Plea se  a sk E mi  to upda te  me in two hours  when I  get  out  of  the  gym.     

 

QP:  Gym? Don' t  you need to s leep? 

 

 

BREAK 

 

 

QP:  Hey Butch,  E mi .  wha t ' s  your  schedule  from t he 17 th to the  end of  thi s  month? 

 

BUTCH: I  ha ve some meet ings  wi th the  f i na nce guys  on the  21s t ,  26 th a nd 27 th  

beca use of  a n inves t me nt  meet i ng on the  28 th.  I  proba bly ha ve to s ta y here  on the  28 th  

as wel l . . .  I  ha ve a  socia l  event  wi th E mi’s  fr iend on the  25 th.”  

 

EMI:  Wel l ,  I jus t  ha ve a n a ppoi nt me nt  wi th a  ma rket  r esearch compa ny on the  21s t.  

 

QP:  Got  i t .  

 

EMI: And i f poss ib le  I wa nt to keep my Wednesda y open beca use I  ha ve a  Yoga  c la ss .  

I  a l so ha ve a n ex terna l meet ing on the  26 th.  

 

QP:Oh… ok.  Tha nks  for  le t t ing me know 

 

EMI:  a nd I  ha ve a  da te  on the  21s t ,  a nd the  28 th.  …….a nd I’ m a lso going to a  pa r ty  

wi th Butch’s fr iend on the  25 th.  

 

QP:  W hy a m I  not  invi ted? 
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Miss ion2 . D の Secretary に TEL したらいませんでした。Messa ge をのこそう。か

んがえてみて、 Sa mpl e をきこう。  

 

  

 

Daisuke’s secretary’s  voice ma i l :  Hel lo,  you ha ve r ea che d Da isuke’s  voice  ma i l .  I ’ m 

una va i lab le  to ta ke your  ca l l  r ight  now.  Plea se  lea ve a  messa ge a f ter  the  tone.  (beep)  

 

QP:  This  i s QP from Bus iness  Development .  I  need to schedule  a  meet ing wi th you for  

a  meet i ng in Montrea l somet i me between the  17 th a nd 31s t of  thi s  month.  Could you  

ca l l  me ba ck a nd le t  me know your  schedule?  Tha nks .”  

 

リピートしよう。  

 

  

 

Miss ion3 .  D の Secretary から Voice ma i l がはいっていた。きいてみて、 Ca lendar

に ○、ｘ、△をいれよう。  

 

  

 

Secretary:  Hel lo,  QP. I  r eceive d your  messa ge for  Da isuke.He’ l l  be busy on the  17 th  

a nd 18th.  On the  20 th there’s a  ma na ge me nt  meet ing from 9 to noon. Other  tha n that  

he’s  a va ilab le  a f ter  the  20 th.  

 

  

 

Miss ion4 .  。 Infor ma l なはなしかたで OK！  

 

  

 

Woma n:  Pa mela  Ma rt in’s  desk.  

 

QP:  Hi ,  i t’s QP.  Is  Pa m there? 
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Woma n:  She’s  on a nother  l ine .  Ca n I  ta ke a  messa ge? 

 

QP:  Tha t 's  oka y,  I ’ ll  ca l l  her  ba ck la ter.  

 

  

 

Woma n:  Pa mela  Ma rt in’s  desk.  

 

QP:  Is she a va i la b le to spea k now? 

 

Woma n:  Sorry,  she  was  ca l led into a  meet i ng.  Sha ll  I  ha ve her  ca ll  you ba ck? 

 

あなたのこころ「いや、メッセージをのこそう」  

 

QP:  Ca n I  lea ve a  messa ge? 

 

Woma n:  Of cour se .  

 

QP:  I wa nted to le t  her  know the s ta ff  sche dul e .  Coul d you le t  her  know tha t  I ha ve i t  

upda ted.   

 

Woma n:  Oka y,  I ' l l  l e t  her  know.  

 

  

 

Miss ion5 .  Montr ea l Hea d Office に TEL しよう。 For ma l なはなしかたをしよう。  

 

  

 

Woma n:  Moose Inc orpora ted.  How ma y I  help  you?”  

 

あなたのこころ「まず自分のなまえをいって C さんとはなしたいと言おう？」  

 

Ta sk:まずじぶんで言ったあと、 Sa mple  Ans wer をきいてみましょう。  

 

QP:  This  i s QP ca l l ing from Moose in Tokyo.  Could I  spea k wi th Mr.  K lees? 
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Woma n:  J us t a  mome nt  plea se…….I’ m a fra id he  i s  not  in a t  the  mome nt .”  

 

あなたのこころ「いつかえってくるのかなあ？きいてみよう。」  

 

QP:  Oka y,  Do you know whe n he’ l l  be  ba ck? 

 

Woma n:  He shoul d be  ba ck a f ter  3 :30“  

 

By 3 :30 ってこっちの Midnight だよね。確認。」  

 

QP:  Do you mea n,  3 :30  pm,  Montrea l  t ime?”  

 

Woma n:  Yes ,  tha t i s  corr ect .  Ma y I  a sk wha t  thi s  is  r egarding?” 

 

あなたのこころ「えっとミーティングをしたいんだよな。このひとかれのよてい

しってるかな？」  

 

QP:  We are  pla nni ng to ha ve a  meet ing wi th  Mr. K lees  for  a  proposal  presenta t ion  

somet i me nex t  week,  so I wa s wonder ing i f  you coul d te l l  me wha t  his  sche dule  i s  nex t  

week? 

 

Woma n:  Let  me see . . .  He’s  not  a va i la ble  on the  18 th,  25 th,  or  26 th.  But  you need t o  

ca l l  ba ck to confi r m his  a va i la bi l i ty.  

 

Q Oka y I’ l l  ca l l  hi m ba ck a t  around 3 :30.  Tha nk you.”  

 

  

 

Next Morning あさ７じ「しまった！ねぼうした！あ、 Voice ma i l がはいってる  

 

QP:  Oh no,  I  over s lept !  And there’s  a  voice ma i l.  

 

(Voice ma i l f rom Moose in Montrea l)  This  i s J ohn from Moose in Montrea l.  I r eceive d  

your  messa ge a nd wa s  expect ing your  ca l l  thi s a f ternoon.  I  wi l l  be  in the  off ice  unt i l  

7pm so could you please  give me a  ca l l?  Tha nks 

 

TEL しなきゃ !  
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<Ma in Story 8B> 

 

  

KLEES:  Hel lo.  

 

QP:  Hi ,  coul d I  ta lk to Mr. Klees ,  plea se .  

 

KLEES:  Spea king.  

 

QP:  Hi  thi s  i s Ken Nishi mura .  

 

KLEES:  Nishi . . .W ho? 

 

QP:  Ken Nishi mura ,  you might  know me a s  QP from Moose in Tokyo. 

 

KLEES:  Oh,  you' r e  wi th Da isuke? 

 

QP:  Tha t 's  r ight !  

 

KLEES:  Oh,  yes  yes .  You lef t  a  messa ge to ca l l  me ba ck a nd di dn' t .  

 

QP:  Tha t 's . . . r ight .  Sor ry,  I  usual ly t ry to be  pret ty punctua l  but  thi s  eve ning I . . .a h 

 

KLEES:  You s lept .  

 

QP:  Yes  . . .  sorry about  t ha t.  Da isuke a sked me to ca l l  you t o arra nge a  t i me for  the  

presenta t ion of  our  pet  e- commerce s i te.  

 

KLEES:  Oka y,  hold on a  minute .  Let  me get  my bla ckber ry. . .hmm,  I  coul d ma ke some  

t ime a round lunch t i me on the  24 th,  tha t 's  a bout  i t .  

 

QP: Actua l ly,  the  24 th would be per fect  for  a l l  of  us ,  i f  tha t ' s  oka y? 

 

KLEES:  Then le t ' s  ma ke i t  the  24 th.  Are  you pla nning to do the  presenta tion here or  

f rom Tokyo? 
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QP:  Oh,  we were pla nni ng to go to your  off ic e  in Montrea l.  

 

KLEES:  Wel l ,  I ha ve to be in London on the  24 th.  So I ' l l  a t tend via  web-conference.  

Most of  the  s ta ff  should be  here  in Montrea l.  Ca n we s tar t  from noon,  London t i me? 

 

QP:  Tha t 's  f ine .   So,  12pm to 1pm? I t  shoul dn' t  t a ke more tha n a n hour.  

 

KLEES:  I  ca n give you 45 mi nutes .  I  ha ve to  lea ve before  1.  Plea se  e ma i l the  ot her  

boa rd me mber s  a nd infor m the m about  the  conference t i me a nd a genda ,  a nd ma ke sure  

they ar e  a va ilab le  a t tha t t i me. . . .  

 

QP:  Could I  a sk who I  shoul d e ma i l? 

 

KLEES:  Gra e me Cha pma nn i n Fina nce,  Ter r i  Jones  in Opera t ions ,  Micha el  Pa yl inn i n  

HR,  a nd Er ic Aidel l  in Market ing. . .Oh a nd I  forgot ,  Ter ry Gi l l ium i n IT.  Some of  the m 

ma y be una va i la b le though.  

 

QP:  W ha t i f  some of  the m ca n' t  ma ke i t ,  then?  

 

KLEES:  Tha t ' s  f ine .  jus t  send the m a n e ma i l.  After  you get  a  r esponse from the m 

e ma i l  me a nd le t  me know who wi l l  be  there .  And plea se  forwa rd the  a genda  for  the  

conference.  Oh a nd don' t  forget  to c opy my secreta ry,  Carol ,  when you send i t  to me.  

 

QP:  Fine.  So I’ l l  spea k to you on 24 th then.  

 

 

 

No.9 :  Fina nce 

 

  

<Cover  s tory 9A> 

 

 

BUTCH: Guys ,  you got  a  mi nute?  

 

QP:  Sure,  
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BUTCH: I ' m ma king a  f ina ncia l sprea dsheet  for  the  project .  

 

QP:  I  thought  you'd f ini she d i t .  Weren' t  we supposed to sub mi t  i t  la s t  week? 

 

BUTCH: I  ha nde d i t  in las t  Fr ida y But  Da isuke e ma iled i t  ba ck to me this  morning.  

 

EMI:  How come? 

 

BUTCH: He ques t ione d some of  the  project i ons ,  a nd i t 's  now over-budget .  

 

QP:  The budget  i s  st i l l  40 mi l l ion r ight?  

 

BUTCH:  We ha d 21  mi l l ion for  sa la r ies ,  10  mi l lion for  the  s ys te m,  a nd 9  mi l l i on for  

ma rket ing.  

 

EMI:  How muc h i s our  compa ny wi l l ing put  up? 

 

BUTCH: He didn' t  sa y exa ct ly.  But  I  wa s told  to cut  i t  by a t  l eas t  20  mi l l ion.  

 

QP:  You' r e  kiddi ng!  

 

EMI:  Tha t 's  imposs ib le .  How are  we supposed  to do a nythi ng wi th tha t? 

 

BUTCH: Tha t ' s  wha t we nee d to f igure  out .  We need to ma ke a  decis ion.  Do we go on  

or  qui t .  

 

EMI:  We ha ve to ma ke this  project  work.  

 

QP: Absolute l y.  

 

BUTCH: Then how do we cut  the  budget  in ha l f .  

 

EMI:  Wel l. . .we shoul d drop the  ma rket ing expenses .  But  I  don' t  r ea l ly wa nt  to.  I t ' s  

a lr ea dy so low we' l l  barely get  enough vie wer s to r ea ch our  sa les ta rgets . .  

 

QP:  We could s ta r t  sma l ler.  Cha nge the  model  a  b i t .  
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BUTCH: How? 

 

QP: From a por ta l s i te tha t se ll s everythi ng to a  wholesa ler  tha t dea ls  wi th speci f i c  

products .  Here  look a t  thi s.  

 

BUTCH:  We ha ve 10  mi l l ion i n outsourcing cos ts  for  the  sys te m.  Tha t 's  one o f  our  

bigges t  cos ts  in the  f i r s t  year.  

 

QP:  If  we give up services  like  pet  ins ura nce a nd groomi ng,  a nd l i mi t  the  types  of  pet s  

we ca ter  to l ike  no ra bb i t s,  fer r et s  or  ha mster s,  a nd foc us  on dogs  a nd ca ts,  we coul d  

cut  cos ts  qui te  a  b it .  

 

BUTCH: Then who' l l  progra m s i te?  

 

QP:  I  ca n ta ke care  of  i t .  

 

EMI:  Rea l ly? 

 

QP:  Sure I  won' t  be  get t ing a ny s leep for  the  nex t  few months  but  I  ca n do i t .  

 

BUTCH: Oka y tha nks ,  but  we s t i l l  nee d to cut  about  10  mi l l ion. . .our  sa la r ies  ar e  about  

21  mi l l ion.  would i t  be too rough to ta ke a  20  to 30% sa la ry cut?  

 

EMI: A sa lary cut?  Tha t ' s  not  a n opt ion.  I ' l l  qui t  before  I  do tha t.  

 

QP:  But  wa i t,  the  f igures  s t i l l  don' t  a dd up.  To cut  a nother  10  mi l l ion we nee d to cu t  

our  sa lary in ha l f .  

 

BUTCH: So,  there 's  not hing we ca n do? 

 

QP:  Come on f ina nce guy.  You must  ha ve some idea .  

 

BUTCH: H mmm. . .wha t  i f ins tea d of  cut t ing our  sa lary,  ea ch of  us  cont r ibutes   3 .3  

mi l l ion to the  project?  How does  tha t  sound?  

 

QP: And become sharehol der s? 
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<ma in s tory 9B> 

 

  

 

DAISUKE: How much are  the  sa les f igures fo r  the  f ir s t  thr ee  year s? 

 

BUTCH:  The 1s t  year  we expect  36  mi l l ion,  The 2nd year  100  mi l l ion,  a nd t he  3 rd  

year  300 mi l l ion.  

 

DAISUKE: How did you c ome up wi t h these  f igures? 

 

BUTCH:  I  ca lcula ted the  a vera ge purchase  a mount  per  cus tomer  a t  5000ye n. And I  

es t ima te  20 cus tomers per  da y, whic h is  100,000 per  da y or   3 ,000,000 a  mont h,  

which equa ls  36 mi l l ion a  year.  

 

DAISUKE: how wi l l  you get  20 cus tomers  per  da y? 

 

EMI:  In the  1s t  yea r  we expect  1000  vis it s  per  da y.  I  ca lcula ted 20% wi l l  be  inter es ted  

in buying something.  And 10% of  those  200  wi l l  a c tua l ly purcha se .  

 

DAISUKE:  W ha t  ar e  the  market ing cos ts? 

 

EMI:  SEO 400 ,000  yen per  mont h,  l i st ing a ds 300 ,000  per  month,  a nd ma gaz ine a ds  

300,000  mont h.  So s tar t ing from the 6 th month,  i t  woul d cos t  1.5M a  month or  9M pe r  

year.  We cha nged our  pet  foc us  to only dogs  a nd ca ts  a nd hea l th conscious  consumers ,  

so thi s  a mount  for  market ing should be  suff ic i ent .  

 

DAISUKE: Ok, wha t '  your  profi t  margin.  

 

BUTCH: The gross  profi t  ma rgin i s 20%,  so tota l  gross profi t  in the  1s t year  wi l l  be  

7M.  But  wi th sa lary being 18 mi l l ion,  market i ng 9  mi l l ion a nd deprecia t ion 1  mi l l ion,  

the  loss  in the  1s t  yea r  wi l l  a c tua l ly be around  18  mi l l ion.  But  in the  sec ond yea r  we' l l  

turn a  profi t  of  1  mi l l ion .  In the  3rd year  gross  profi t  wi l l  r i se to 60M. In tha t  yea r  

we ' l l  nee d to hi r e  2  more s ta ff .  So per sonnel  cos ts wi l l  go up to 26M per  yea r  in tota l .  

We a lso need t o r evise  the  sys te m which wi l l  br ing operat ing cos ts  up to 10M.  But  we  

wi l l  turn a n opera t ing profi t  of  13 mi l l ion.  
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DAISUKE: Alr ight ,  tha t  sounds  r easonab le .  The di ff icul t  par t  i s  tha t  you need t o be  i n  

the  "b la ck by the  3 rd year " .  W ha t about  the  budget?  Were you ab le  to cut  i t  to 20  

mi l l ion.  

 

BUTCH: We wi l l  a b le cut  IT cos ts  from 10  to zero.  

 

DAISUKE: How did you do tha t? 

 

QP:  I  wi l l  ta ke care  of  IT per sona lly.  

 

DAISUKE: OK what  e l se? 

 

BUTCH: we ca n' t  cut  the  ma rket ing budget  beca use we need to a t tra ct  potent ia l  

cus tomers to r ea ch our  sa les ta rgets .  

 

DAISUKE: Oka y but  we s t i l l  need to c ut  10M. 

 

BUTCH: We ha ve a  proposa l for  you. 

 

DAISUKE:  W ha t  is  i t ? 

 

BUTCH:  We ini t ia l ly thought  about  ta king a  50% sa lary cut .  Ins tea d we propose to  

cont r ibute  3.3  mi l l ion ea ch,  10  mi l l ion in t ota l  a nd become s harehol der s  in the  project .  

I t ' l l  be  tough for  us  to put  in over  3  mi l l ion .  but  i t ' l l  keep us  mot iva ted.  Once the  

compa ny has  turned a  profi t  in the  3rd yea r,  we ' l l  get  di vide nds  a s  sharehol der s .  Thi s  

wi l l  o ffer  ea ch of  us  ince nt ives  to ma ke sure  the  project  does  not  fa i l .  

 

DAISUKE: Inter es t ing,  Oka y,  le t  me think i t  over  a nd get  ba ck to you.  
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付録５ .  Psylo（サイロ）スタートマニュアル  
 
1. まず↓をクリックして Psyl o のホームページへ。  

ht tp: / /psyl o.hete ml . jp/J oomla /  

 

 
 

「新規登録」をクリック  
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上記を入力して「登録」を

クリック  

このような表示が出るので

メールを確認  
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メールをあけ、こちらをク

リックしてアカウントを有

効化。  
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登録したユーザー名とパス

ワードでログイン。  

アカウントを有効化したと

きの画面。  
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「 Psylo Members」をクリ

ック。  
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「 Moose Inc.」のボックス

に チ ェ ッ ク し て 、 緑色 の

ボタンをクリック。  

ボックスをチェックして、

緑 色 の ボ タ ン を ク リ ッ

ク。  
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この頁をよく読んで「入り

込んでみる！」をクリック。 
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まずは Unit1 のリーディン

グ 1 つとリスニング 1 つで

ウォームアップしてくださ

い。次に Unit２以降へ。  

Unit2 をクリックしたとき

の画面。どのユニットも基

本は読んだら右上のボタン

「 Start」「 Next」「 Prev 」

を押しながら学習する。  
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各 Unit 内のコンテンツ、お

よ び 進 捗 状 況 は 、

「 Contents」ボタンをクリ

ックすれば見ることもでき

るし、戻って学習できます。 
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では Unit1 でウォームアップ後、 Unit2 以降に進んでください。  

なお学習前に、次頁以降をご一読ください。  

リスニングはこの左端の▲

を押して (2 回押してくださ

い )スタートしてください。 
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付録 6. Psylo ウェブ会議システムマニュアル  
 
まず、ヘッドセットか、ウェブでの会話を聞き取れるウェブカメラを準備し、

備え付けてください。その後以下をスタートしてください。この後の過程でご不

明点がありましたら、 Skype 名 akoakorac he l か、 080-5457-8131(宇野 )にご連絡

ください。  

 
 

右から 3 番目の青い地球儀

マーク「 conference」をク

リック  
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Server  State が赤色から緑

色 に 変 わ る こ と を 確 認 し

て「 enter」をクリック  
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こ こ に ご 自 身 の 名 前 が 出

る こ と を 確 認 し て く だ さ

い。  

こ こ に イ ン ス ト ラ ク タ ー

の 顔 が 出 る こ と を 確 認 し

てください。  

イ ン ス ト ラ ク タ ー 側 か ら

ア ク セ ス の 許 可 を 求 め て

く る の で 、「 許 可 」 を ク リ

ック。音が出るはずです。  

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝはここの ｢T｣

を 押 し て ホ ワ イ ト ﾎ ﾞ ｰ

ﾄ ﾞに 書 き 込 む こ と で も
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